
 

 

 

 

 

 

 

 

チ―ム理念 

   湘南地域に住む人々にサッカーを通して、夢と希望と勇気の空間を提供する 

 

湘南のサッカー   

湘南の目指すサッカースタイル 

常にゴールを意識した、攻守の切り替えの早いアグレッシブなサッカー 

 

誇られるクラブ・湘南ベルマーレを目指して  
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＊経営の安定化のために 

「2年間通期での収支の均衡」 

 VISION2004  

親会社を持たない市民クラブとして４年間経営をしてきました。 

残念ながら安定経営を確立するにいたっていないのが現状です。クラ

ブ経営の基本になる年間予算は１月３０日の決算期の２ヶ月以上前、開

幕の 4ヶ月前の 11月末には次年度の選手契約の意思決定をするために

決めなければなりません。したがってスポンサーの継続契約、年間シー

トの販売などまったく未確定のうちに親会社のないクラブは収入に関

して希望的な目標を設定し赤字覚悟でチーム編成を進めなければなり

ません。このように私たちは不確定要素の多い予算作成をしなければな

らないのが現状です。したがってシーズンの開幕に向け大口のスポンサ

ーの撤退などが発生した場合、計画予算の執行は不可能になり突然の経

営危機を招くこととなります。このような経営危機を回避するためには

広く浅く収入を確保することが大切です。クラブの収入源の３本柱は、

入場料収入、広告料収入、リーグ分配金。現在この比率が２５%、５７%、

１８%となっていますがこれを 33%、49%、18%と広告収入に依存する

割合を 50%以下にしていく必要を感じています。これは入場者増をは

かり入場料収入の割合を上げるということですが具体的には昨年

4,731 人/22 試合であった平均入場者数を 6,000 人まで引き上げたいと

考えています。 

また広告料収入に関してはできるだけ安定予算を設定できるよう長

期契約を獲得できる企業側のメリットも十分考慮したインセンティブ

契約などの形態をすすめ複数の大型スポンサー獲得を目指します。 

選手・スタッフ人件費、試合運営費、チーム経費などの強化にかかわ

る経費は 4 年間おおむね全体予算の 65%を確保してきましたが今後も

この状態を維持していきます。 

2期4年間の経営経験から当クラブの最大の懸案事項は予想外の債務

を発生した場合の経営対応と責任にあります。プロ球団の経営は予算規

模を小さくすれば安定するものではなく、逆に魅力なきチームととられ

た場合は大幅な収入減をもたらし赤字幅が大きくなる場合も考えられ

ます。このリスクに対応する考え方を株主、経営陣の皆さんそしてサポ

ーターの皆さんと話し合い市民クラブと呼ばれる当クラブのあり方を

明確にしていきたいと考えます。その方向性が明確にならない限り真の

「身の丈にあった経営」は見えてこないはずです。 



- 2 - 

VISION2005 

       収支は 143 万円の経常利益となり最低限の目標は達成することがで

きましたが、入場料者数は 2004シーズンの目標とした１試合 6000人

に届かず１試合平均 4691人で終了しました。これは 2003シーズンの

4731 人と大きく変わりませんでした。したがってマニフェストで方針

とした広告収入依存型から脱却するための目標の収入割合、（入場料収

入、広告料収入、リーグ分配金）33％、49％、18％にはるかに及ばな

い 20％、58％、22％という結果になりました。引き続き平均入場 6000

人を目指し、広告料収入が 50％以下となるよう努力してまいります。 

       2005 年シーズンの予算は前年度より 12％強下げた厳しい予算とな

っています。資本金の残が 8000万あまりしかないことを考えますとよ

り縮小した予算を組むこととしました。クラブハウス移転に伴う 

      一般管理費の節減が5000万近く想定されていることも予算を低くでき

たひとつの大きな要因といえます。その他あらゆる項目に関して削減を

し今年度の予算を組んでいます。したがってシーズン中の補強等を想定

した場合できるだけ早い時期に収入予算数字を達成し、予算外の入場料

収入、広告料収入を確保するよう努力する必要があります。 

今シーズンの予算では大型、中型の広告料収入が幸い継続でき、期中

に債務超過に落ち入る危険性は少なくできましたが、いずれにしろクラ

ブの経営安定のためには早い時期での増資をおこなうことが必要と考

えています。資本金の残が 8000万ということは大型のスポンサーが何

らかの理由により突然撤退した場合シーズン中に債務超過になる可能

性が緊急的に発生するわけです。したがって億単位の増資が必要と考え、

実現のためにあらゆるタイミングでも対応できるように準備を進めて

いく考えです。 

       また増資以外でも経営を安定させるためにどういった手法が可能で

あるか株主、経営陣の皆さんと引き続き模索していく必要があると考え

ています。 

 

VISION2006 

最終収支は経常利益が180万円となりわずかではありますが3期続け

て黒字を確保することができました。しかしながらひとつの目標にあげ

ている入場料収入、広告料収入、リーグ分配金の割合は 23％、58％、

19％と前年の 20％、58％、22％に対し入場料が若干の上昇を見せたに

とどまり引き続き広告料収入が売り上げの柱となっています。平均入場

者は目標の 6000 人にわずかに届かない 5746 人となりました。1試合平
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均 1055 人の増加になりますが動員推進のための割引等の影響もあり入

場料収入の増加は残念ながら大きなものではありませんでした。 

2005年シーズンは約12％下げた予算規模でスタートいたしましたが

予定通り一般管理費の削減が進まず、またシーズン当初の好成績もあ

り予算外の選手補強をおこなったため最終決算は前年比約 5％のダウ

ンの決算となりました。この費用増加は移籍金収入等で補い収支均衡

をはたしています。 

2006 シーズン予算においては 2005年予算より 8.7％アップした過去

2番目に大きな予算を組みました。昨年は結果こそ躍進というわけでは

ありませんでしたが、作られつつある戦力を維持し、外国人補強とス

タッフ補強の費用を強化しました。J1 より予算 20 億規模の 3チームが

降格してきた上、仙台の大型補強、下位順位であった鳥栖、横浜 FC の

責任企業による予算の大型化等を勘案すると、できる限りの強化費確

保を優先的に考え浮上しかけた流れを切らないようにするための予算

といえます。 

しかしながら財政状態は依然厳しい状況であるため、以前より検討

していた増資をおこなう計画を進めたいと考えます。増資は本拠地移

転のため予想外の経費が発生するため、また慢性的な秋口の資金繰り

のための借り入れ対策を目的としておこないたいと考えます。 

また今回の増資を契機に積極的な資本増強案をすすめる必要がある

と考えます。日本サッカー協会と J リーグから発せられた将来構想委

員会の構想によるとJ2リーグは2010年をめどに18チームに増加され、

準加盟クラブを募るという方法で更なる下部リーグの設立と入れ替え

戦の実施が現実的なものとなってきました。神奈川県という 4 球団を

抱える地域性を考えるとこのままの規模を維持するという施策では安

定経営は望めず、将来3部リーグでの定着ということも想定されます。

そうなれば逆にブランドの失墜となり経営危機を招くこととなりかね

ません。収支均衡を目指すこともクラブとして大切ですが、2010 年に

向けリスクを恐れず、積極的な現状からの発展策等を検討し実行する

ことが新たな経営方針のテーマだと考えます。 

 

VISION2007 

最終収支は経常損失が約１億４千万円となり４年ぶりに赤字決算と

なりました。大幅な赤字の原因は収入においては背中スポンサー確定

の遅れなどによる広告宣伝料の減収、入場料収入の減収等により大き

く収入を減らしました。支出増の大きな原因は昨年のマニフェストに
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記述いたしましたように横浜 FC、鳥栖など J2 チームの強化予算の拡

大化に対し外国人獲得予算を増やしました。それにかかわる外国人経

費が予定より増加したものです。残念ながら監督辞任という結果にな

りシーズン途中の監督交代をすることになり、体制再生のため更なる

補強、合宿費など予算外の費用が増えたことも大幅赤字の要因になっ

ています。 

また毎年の課題にしています入場料収入、広告料収入、リーグ分配

金の割合は例年とほぼ同様の 21％、59％、20％となりました。一昨年

１試合平均 5746人まで増やした平均入場も平均 5365人と減少してし

まいました。集客のできないクラブは結果として成功できていなこと

は間違いなく、今後計画的な事業施策を考えていかなくてはなりませ

ん。昨年秋より「ベルマーレ１２」という顧客管理システムをスター

トさせました。約 2000万の経費がかかりますが前向きな投資としてす

すめます。また HP でのグッズ販売なども前向きな営業策として開始

いたします。 

また強化費についても外国人の再考はいたしましたが赤字を受けて

の大幅な予算ダウンはせず、逆に昨年の失速の原因となっていますリ

ーグワースト２位の失点対策として、J1 で実績のあるベテラン選手及

び DF を中心に補強をおこない１８年度当初予算と同等の予算としま

した。 

従いまして総予算は約７億８千万円と過去７年間の実績中で見ます

と中位に位置する予算となりました。引き続き予算が大型化する J2リ

ーグの中で昇格を目指せる体制を優先いたします。 

昨年の増資により昨期は資金の借り入れをすることなく期を過ごす

ことができましたが今期に関しては大幅な赤字、大掛かりな戦力ダウ

ンを行わなかったことから資金繰りおよび増資も含め資本対策が必要

になってきます。例年のマニフェストの記載しておりますように抜本

的な経営の変化を模索しなければならない年になると考えております。 

 

 [ベルマーレの将来の経営環境の変化に関して]  

昨年の Jリーグ将来構想委員会において２０１０年までに J2リーグ

が１８チームなることが現実的になりました。目標達成のため JFLか

らの昇格基準が２位以内から４位以内に変更がされています。現在の

JFL リーグは大型の予算を持つ本田、佐川急便がプロ入りしない方向

を宣言しています。この２強は常に４位以内入る可能性が強いため、

２０１０年に向け２００８年２チーム、２００９年２チーム、２０１
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０年に１チームが J２リーグに参入することが合理的に推測されます。

その後全国では下記に記述しましたように J リーグ入りを目指すクラ

ブが年々増加しています。従いまして１８チームが確定した後、J３と

も言うべきリーグが下部に設定される可能性が高く、早ければ２０１

１年より入れ替えが発生すると予測されます。将来構想委員会の議論

の方向性はプロ化しないチームを別にしても新たな３部リーグの設立

は可能と推察され、また本田、佐川が永遠にプロ入りしないとは限ら

ず、また参入を目指すところにはすでにベルマーレ以上の予算規模で

経営が可能なクラブも含まれています。 

準加盟クラブ（２００７年現在） 熊本、鳥取、栃木、岐阜など４チーム 

J参入を目指しているクラブ  盛岡、福島、高崎、長野、富山、金沢 

                 町田、滋賀、岡山、高松、長崎、沖縄、北九州 

                 など全国で３０チームとも言われている。    

以上の状況を踏まえクラブとしては将来の方向性を想定しながら経

営の舵取りをしなくてはなりません。 

縮小を想定しますと現在の７～８億円規模を５億円以下の規模にし

て存続を最優先に経営することになります。しかしながら昇格を目指

さなければ３億の収入確保は可能と想定できますが、それ以上に経費

がかった場合は赤字幅が増加し悪循環に陥る可能性が高いと思われま

す。また J リーグ入りを目指すクラブの当初予算の目標値が年間予算

３億に設定され指導されている状況を考えますと経営の悪化及び成績

の低迷により３部リーグができた場合降格の可能性が高くなると推測

されます。 

拡大を目指すことを想定しますと過去の昇格実績を考慮し１０億円

規模の予算の組める経営策を目指す必要があります。そのためには資

本の増強など資金対策が不可欠になります。資金があれば必ず強くな

るわけではありませんが、高額ではなくても継続的な安定予算がチー

ムの計画的な強化に及ぼす影響は大きく、クリークアンドリバー（鳥

栖）、レオック（横浜 FC）などの責任企業の存在でクラブ経営がよい

方向に変化した実例を見ても責任企業のあり方を考慮しなければなら

ない時期に来ていると考えます。少なくとも３部への降格リスクは少

なくなります。  

Jリーグの将来像が明確になった今、プロ球団５球団という神奈川県

の状況下では、永代に渡っての存続をはたすためには保守的な経営で

は乗り切れない可能性が増えていると考えています。生き残るために

は積極的な経営策への転換を検討し実行するときであると考えます。 
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VISION2008 

             最終収支は経常利益が２９４万円となり２期続けての赤字決算を回

避することができました。しかし入場者数は平均４６７６人と大きく下

げてしまいました。この要因は２年間（05,06）続けた動員策の優待券

や招待券が広く市場に出回りチケット単価を下げる現象が顕著になっ

たため昨年は基本的に優待券、招待券の発券量を絞り、チケットの価値

の向上を図りながらの運営をいたしました。その結果平均入場者が約７

００人減でしたが収入は１，３００万円増加いたしました。今年の課題

の一つはこの減った７００人のお客様に、昨年より導入しました「ベル

マーレ１２」顧客管理システムや新たな動員策のもとスタジアムに足を

運んでいただくことにあります。また入場料、広告料、分配金の収入３

本柱の比率は２３％、５９％、１８％と例年とほぼ同じ比率になり懸案

である入場料比率のアップは実現できていません。集客増なくして経営

の成長も望めません。昨年チームは湘南ベルマーレとして初めての昇格

争いに絡み、選手も９０分間集中を切らすことなく走り続けるチームへ

と成長いたしました。今年はこの成長をＪリーグの１１ミリオンプロジ

ェクトのもと的確に集客増につなげなくてはならない勝負の年と認識

しています。 

       昨年の事業費が９億７千万と大きく伸びている要因は強化費の増加

にあります。特に昨年は勝利給やプレミアムの設定を細かくいたしまし

た。結果として各選手の奮闘もありかなりの増額となりました。またシ

ーズン途中の外国人の補強や経費がかかったことにあります。今年のシ

ーズンに臨むに当たり、ようやく結果を残しだしたチームのさらなる成

長とＪ１昇格のために強化費は昨年度より削ることなく望んでいます。

外国人選手の残留のためには強化費の現状維持は最低限の条件であっ

たことはご理解いただきたいと思います。 

       また昨年はスポンサーおよび主要株主の残念な事件もあり検討して

いた増資等資本策が実行できず経営的に厳しい状況になりました。しか

しながら収入の新たな柱としてスクールや総合型スポーツクラブ、施設

開発管理のノウハウを権利として売買する事業を立上げました。産業能

率大学様の多大なご理解をいただき移籍金収入と共にサッカー収入の

増額を図りました。今期も積極的に権利事業を進め収入の新たな柱とし

ていきたいと考えています。 
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  ［昇格と存続のため急がれる資本増強策］ 

       数年来申し上げていますようにＪリーグ将来構想委員会により決定

されたＪ２リーグチーム増加策は着実に進行し、今年２チームを増やし

１５チームとなりました。早ければ２００９シーズンにも１８チームと

なりＪ３リーグが現実味を増してきます。したがって２０１０シーズン

に向けＪ１復帰と存続のため引き続きあらゆる策を考え積極的な予算

を組んでいきたいと考えます。その中で上記しましたように、昨年より

検討してきた増資策が進行できない現実もあり、新たな資本増強対策を

考え早急に実行していかなければなりません。また、金融商品取引法の

改正により２０００年に行った多くの皆様にご支援いただくような増

資策が難しくなっています。そのような経営環境の中、新たな試みとし

て「湘南ベルマーレ持株会」を設立いただき、多くの皆様のご支援をお

願いし、夏前に増資を行いたいと検討を重ねております。その上に将来

の責任企業となりうる法人を模索し再度の増資を行い今シーズンの強

化費を補い、来シーズンにむけ的確な強化策を進行させたいと思います。

昨年より J リーグの各チームの経営内容に関する決算が開示されまし

たが、J１昇格を狙うには最低５億円の強化費を維持することが現実的

な数字として浮かび上がってきています。 

       また資本増強策の遂行とともに経営をより力強く推進させるため執

行役員制を導入したいと考えます。これにより業務の執行体制をより確

実にし、J１復帰に向けた積極的な経営を押し進めていきたいと考えて

います。 

 

VISION2009 

             最終収支は経常損失として約 1 億 3 千万円となり大幅な赤字決算と

なりました。大口ユニホームスポンサーの撤退や同じくユニホームスポ

ンサーの倒産など予期せぬ事態が続き、景気の後退もあり代わるスポン

サー獲得ができませんでした。またチームはシーズンを通して成績が向

上し昇格に届く順位で健闘を続けました。したがって強化費に対する節

減はシーズン中行わず、逆に 3 人の外国人選手の大きな怪我に対する

対応、補強など緊急的な費用が継続的に発生しました。総事業費は 10

億 6 千万円と過去最高額を計上しました。債務超過の心配がありまし

たが初夏に行った、持株会の設立、増資、及び昨年来第 4 の収入の柱

としている権利売買としてのスポーツクラブの命名権の売買、そして移

籍金収入により最悪の事態は回避できました。1 試合の入場数は 5993

人と前年比 28％増となり、これはリーグの中でも 5 番目に良い伸び率
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になります。しかしながら総入場者数は 125,865 人で 33 チーム中 26

番目となり今後に課題を多く残しています。毎年報告しています入場料、

広告料、分配金の収入比率は 24％、57％、19％と大きく改善はされて

おりません。試合数が 3 試合少なくなった上で収入が前年を越えたこ

とは前進ですが、全体収入も伸びていますので大きく比率は変わらない

ということです。昨年も報告しましたが昇格するチームは必ず入場者数

が上がりその収益で補強を重ね結果を出します。景気が停滞している現

在、昇格のためには当然、クラブ存続のためにも競技場へ足を運んでい

ただくための事業策をさらに細かくしていきます。1昨年より導入しま

した「ベルマーレ１２」顧客管理システムを Jリーグ 11ミリオンプロ

ジェクトのもとリーグ施策の「ワンタッチパス」と連動させより細かい

対応を目指しています。しかし、リーグの対応不足で多くのご迷惑をお

かけしクラブの顧客管理も対応が遅れてしまい成果を上げることがで

きていません。一日も早く改善し当初目的とした作業ができよう進めて

いきます。そして引き続き 30％増の平均入場者数を目指していきたい

と思います。また大きな収入の柱である広告収入に関しては大口スポン

サーの獲得が容易でない時代背景も考えサポートコーポレーションな

どお付き合いいただきやすい内容のものも増やしていきます。現在約

200 社の皆様にご支援いただいていますがこれを今期中に 300 社以上

にしたいと思います。この中には我々が「トレードビジネス」と呼ぶ広

告看板だけでなくスポンサー企業様のプラスになる事業を開発紹介あ

るいは営業し、その対価をベルマーレがいただく施策も含まれています。

いずれにしろ今までやってこなかったあらゆる可能性を追求し収入ア

ップを目指します。一方引き続き昇格を目指すチームですがこれ以上の

強化費のアップは現時点では不可能と判断し、選手層の若返りという課

題と共に約 15％強化費を下げています。ただし勝利プレミアムなどは

維持していますので試合数増により結果を出せば想定以上に費用が増

えるかもしれません。 

 

 [昇格争い維持のための引き続きの増資策と移籍金問題] 

       リーグ環境の変化を想定し 3 年間続けてきた予算規模拡大による強

化策は結果を出し「昇格」に手の届くところまでやってきました。しか

し、責任企業のないクラブが９～10 億規模の予算を組むこと相当なリ

スクがあることは事実です。引き続き増資策と責任企業の発掘を進めな

ければ経営が安定することは難しくなるばかりです。また、若手の育成

や再生に真剣に取り組み 2 年間続けて数千万円からの移籍金収入をあ
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げてきましたが急なリーグのルール変更が騒がれ移籍金が撤廃されよ

としています。これによりクラブ間の格差が広がることは確実で、特に

J2 クラブは生き残りをかけた経営を模索する時代に突入しかけてい

ます。 

 

VISION2010  

              監督、スタッフ、選手の健闘により１１年ぶりの J１復帰を果たす   

ことができましたが経営の成績は２期連続の赤字となってしまいまし

た。総事業費は１１億９３００万円と過去最高となり最終収支は経常

損失が１億１２９０万円となりました。費用の増加は多くが強化費の

増加でここ数年継続してきたインセンティブに関してシーズン５１試

合という新しい試合環境の中で正確な予算立案ができませんでした。

また怪我人発生による予算を超えての緊急補強費の増加。そして昇格

を決めて発生した昇格ボーナスなどが大きく影響しています。 

       入場料、広告料、分配金の比率は 28％、55％、16％となり若干の改善

が見られました。入場料は目標には届きませんでしたが総額１億９千

万円を超え総入場者１８９０８８人、平均入場者数も７２７３人とな

りました。これは J１の９９年シーズンの平均入場数とほぼ同数です。

広告収入は長引く不況の影響を受け大変な苦戦になりユニフォーム空

きスペースを埋めることができずこれも大きな赤字を生んだ原因でも

あります。シーズン末には大幅な費用増により厳しい資金繰り状態に

なり債務超過になる可能性が高くなりましたが中小企業スポーツ機構

㈱の資金援助および事業協力により最悪の事態を回避することがで   

きました。 

       今シーズンは厳しい状況下ですが J１残留のため約１３億円の予算

を組みました。この予算を達成し黒字化を目指すためには平均入場者１

１，０００人、広告収入４億２千万の達成が不可欠になります。スポン

サー企業は一昨年の約２００社から２７５社に増えましたが今期は３

５０社を目標とします。そのためには昨今の契約形態で中心的になって

きている製品拡販、地域貢献、福利厚生などを盛り込んだパートナーシ

ップ契約などお互いがメリットとなる内容の契約を増やしていきます。 

      「ベルマーレ１２」の会員は１０１５７名から１２，８７１名に拡大し  

ました。会員数の更なる増加を目指すとともに無料会員をいかに有料会

員に移行していただくかという課題も解決しなくてはなりません。 

      強化費に関しては今後の経営を考えると大きな増加をすることはせず      

      に昇格を果たし契約更新する選手のベースアップを優先にした範囲の 



- 10 - 

強化費増加策になっています。補強のためには目標入場者数の達成など

収入増が実現されないことには厳しい状況になると想定されます。 

      また引き続き中小企業スポーツ機構㈱との事業協力を進めながら経営 

      の安定を目指します。 

  

  [J1定着、移籍制度の変更に対応する独自の選手契約策等] 

       昨シーズンより急遽導入された「移籍金制度撤廃」により中小のクラ  

      ブは選手契約に関して非常に不利な状況に置かれました。安易に複数年 

      契約を結ぶことは経営上難しくなり、かといって多くの選手と単年度契 

      約を結べば違約金収入がなくなりやはり経営を圧迫します。そんな状況 

      下で少しでも選手がチームにとどまれる判断ができるよう独自の契約 

      形態を模索する必要性を感じています。資金面ではビッグクラブとの競

争に対抗できない状況でも契約中の福利厚生的な対応や引退後のライ

フケア、セカンドキャリアの準備など独自の契約策を早期に整備する予

定です。これにより計画的に選手の獲得と定着を進めることができれば

戦力の安定化を進めることができ J１での定着も現実的なものとなる

でしょう。 

 

VISION2011  

最終収支は経常損失 5,298 万円となり 3 期続けての赤字決算となっ

てしまいました。総事業費は約 13 億 4,200 万円と前年度より約 1 億

5,000万円の増加となっています。予算に対して大きく減ってしまった

収入は J リーグ分配金で約 7,000 万円の減収となりました。分配金の

予算案は長く J1 リーグにいなかったため 2008 年度の J1 リーグの分

配金の実績を基に算定しましたが、リーグ自体の収入も減り結果的に

大きな減収となってしまいました。 

入場料、広告料、分配金の比率は 36％、43％、21％となり懸案であ

った入場料の比率が上がりました。しかし総入場者数 229，466人、平

均入場者数 10,430 人は目標より低く J1 他クラブに比べてもかなり低

い数値となってしまいました。アウェイサポーター数の増加に比べホ

ームサポーター数の増加が進まなかったことは敗戦数が多かったこと

は別とし営業施策に問題があったと反省しています。総スポンサー数

は 362社と 175社増えました。残念ながら一昨年からご支援いただい

た日本振興銀行傘下の中小企業スポーツ機構（株）の経営が不安定に

なり夏以降のスポンサー拡大策が思うように進みませんでした。 

        今シーズンは 1 年での J1 復帰を目指し闘っていきますが経営的に
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は引続き厳しい状況に変わりません。分配金での減収が 1億円、2009

年実績で入場料収入を想定すると約 1.億 7,000万円の減収、同じ尺度

で広告料収入 1億 2,000円の減収を想定し総事業費は 3億 9,000万円

下げた 9億 6,000万円強の予算を組んでいます。支出では強化費を 6

億 5,000万円から約 1億 7,000万円を下げた 4億 8,000万円としまし

た。これは移籍金制度の変更により弊社も 13 名の主力選手と複数年

契約をしております。残りの選手数を A契約最低年俸で試算し、監督・

コーチ、移籍金の償却などを足していった昇格を狙うのにギリギリの

強化費であります。その他試合運営費、チーム経費、一般管理費等で

2億円近い削減をしなければなりません。 

              そんな状況下、予想を絶する大災害が発生し経営的にはかなり厳し

い事態となっています。サッカーが出来る環境に感謝し被災した方々

への想いを忘れずにクラブを何とか守っていく所存です。 

 

[移籍金制度変更に伴う選手契約・経営戦略] 

       一昨年からの移籍金制度の変更によりクラブ経営は新たな経営戦

略を迫られています。予算の少ないクラブは多くの複数年契約を結

ぶことは難しくなりますが、かといって主力選手、若い選手に対し

ては複数年契約をしなければ違約金なしで他クラブへ移籍すること

になってしまいます。昨季は DF の移籍によりまとまった収入があ

ったことも事実です。現在ベルマーレは継続的に育成に力を注いだ

結果、年代別の日本代表クラスに 4 名の選手を輩出しています。し

かしこの選手たちと必ず長期契約を結ぶことが出来るかは分かりま

せん。また継続的な選手育成はコーチの配置など長い間、そのため

の経費を相当積み上げた上で可能になるものです。一方、移籍金を

取ることはできませんが今期の期限付き移籍による契約選手のよう

に即戦力で J1から実力のある選手を獲得することも可能です。湘南

のサッカーチームとして根を張り成功するために育成に力を入れて

きましたが現行ルールをもとに経営を考えると難しい判断を迫られ

ます。経費を下げるには期限付き移籍による獲得選手を使うことが

経営リスクを下げることにつながります。しかし、それが果たして

ベルマーレにとって正しい判断なのでしょうか？ 
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＊ 強化・魅力あるチームづくり    

「剛く TSUYOKU・常にひたむきに・昇格争いに絡むチ－ム」 

VISION2004 

  J1 復帰を目指し 4 年のシーズンを終えてしまいました。J リーグ

のチームである我々が常に J1 復帰を目指すことは当然の義務です。

しかし予算規模に限度のあるクラブが次々に選手を移籍により確保

しシーズンに臨むことには限度があります。行き過ぎた強化投資が一

瞬にして経営破たんを招くことは世界中のクラブで毎年起きている

事実でもあります。したがって 33 名の在籍選手（現在はレンタル移

籍の選手は０）の強化と下部組織選手の育成によるチームづくりが私

たちの強化策の基本になります。そこには当然プロ選手の自由意志の

元に移籍等が発生することは避けられませんが、ここでも入りと出の

バランスが(実力的にも収支的にも)均衡になるようにすることが重

要です。ベルマーレがＪリーグ昇格時に演じていた破天荒なサッカー

を懐かしみ期待されることは理解しますが、現在のサッカーで同じよ

うに機能するのかはなんともいえません。昨年の成績は残念ながら J

リーグ 26 位です。この位置から少しでも上を目指すにはひたむきに

勝利を目指し、臆することなく相手に臨むことから再出発する必要が

あると感じています。選手一人一人が「剛く（TSUYOKU）」なり、勝っ

た負けたの結果を別にして来場したお客様に感動を与えられるよう

なひたむきなチームを作らなければならないと考えます。その個々の

ひたむきさが技術も精神も成長させ昇格争いを常にし、Ｊ1昇格後も

結果を残せるチームを作り出すに違いありません。ただプロの世界が

気持ちだけでうまくいくはずはなく、近々から中期にわたる強化方針

とプランを再検証する必要があるのも事実です。早い段階で現在の問

題点を洗い出しそれに向けた改善策を進め新たな策を練り、常に昇格

争いを演じるベルマーレをお見せしたいと考えます。まず今年は開幕

前にお話したように 4位以内を目指します。現況に気落ちせずシーズ

ン最後まで粘り強く挑み、この目標を必ず達成するという気持ちが私

たちには今必要です。そして再検証した方針とプランそして今シーズ

ンのチーム状況の下、現在から中期、長期にわたるチームづくりを考

えできるだけ早い時期に実行していきます。同時にシーズンの成功及

び失敗が次年度に正確に反映される組織づくりが重要と考えます。ど

んなにチーム状況や経営状況が悪くても勝ち点が常に毎年最低 15％

の上昇を達成できるチームづくりを目指していきたいと考えます。 
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VISION2005 

       「TSUYOKU・常にひたむきに・昇格争いに絡むチーム」を目指す

上で、まず昨シーズンの開幕時の目標であった 4 位以内を想定できな

い状況となった第 2クール終了時（7月上旬）監督の交代に踏み切りま

した。シーズン中の監督交代のため大きなリスクを背負うことを覚悟の

上での決断でしたが第 3 クールにはいり望月監督代行が責任ある仕事

を果しこの難しい時期を乗り切り、チームは少しずつ可能性を感ずるよ

うになってきました。そしてこの 2 ヶ月の間に監督人選をおこないま

した。複数の候補から・ベルマーレに縁のある人・ひたむきなチームを

作る情熱のある人・監督経験のある人等の理由から当時なでしこジャパ

ン監督の上田栄治氏にアテネ大会終了後、就任要請をいたしました。契

約を 2 年 5 ヶ月の長期とした理由は 2 年続けて成績の低迷を招いたチ

ームを立て直すのは簡単な仕事ではないと考え、また出身クラブでもあ

るベルマーレ再建にかける情熱を上田氏に強く感じ長期の契約といた

しました。9月の監督就任後はすぐに結果は出ませんでしたが今シーズ

ンに向け十分な経験と準備をすることができたことは間違いありませ

ん。 

       シーズン中の監督交代という難しい仕事を遂行した後、水谷強化部長

より 2 年間の成績低迷の責任をとりたいとの申し出があり強化部長を

交代することとしました。後任の人選は日本リーグもしくは J リーグ

でプレーした経験を有するもの。海外でのサッカー経験があり語学に堪

能な人物等の条件から C 大阪の大倉智氏が強化部長に就任しました。

大倉氏は現役をアメリカのリーグで終え、スペインのヨハンクライフ大

学を卒業した後 C 大阪で強化部長として活躍していました。独特の経

歴がクラブに新たな変化をもたらすと期待しています。 

大倉強化部長、上田監督のもと今シーズンに向けての選手との契約交

渉では全員に「チーム理念」「目指すサッカースタイル」「選手に求める

姿勢」「選手の義務」「目標と達成」「05年チームコンセプト」の 6項目

に関し相互で確認をして同意できる選手と契約をいたしました。また補

強に関しては監督からのリクエストを中心に強化部長がチームづくり

を進めました。チームはまだスタートしたばかりで完成品ではありませ

んが強化部長、監督の「戦う意識の向上」という強い意志のもとチーム

は新たな成長を遂げると信じています。チームの目標はあくまでも J1

昇格です。2 年続けて 10 位のチームには高いハードルといわれるかも

しれませんが指揮官の揺ぎ無い意志がそこにあり、ひたむきに戦うこと
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を誓ったクラブとしては中位の順位目標は意味がないと思われます。 

      クラブ一丸となって目標達成のため邁進していきます。 

 

VISION2006 

       2005 シーズンは第１クールで躍進し上位争いをしましたがその後成

績は下降線をたどり最終的に７位という結果で終了しました。２年間続

けての１０位という結果からすると最悪の状態を抜け出して次の一歩

を踏み出すための土台に足が届いたといった感じのシーズンでした。こ

の一歩を着実に踏み出すためクラブは2006年シーズンに向けて思い切

ったチーム編成に取り組みました。「TSUYOKU・常にひたむきに・昇

格争いに絡むチーム」を実現するため、長くチームに在籍した選手も例

外にすることなく目的達成のためのチーム編成をドライに敢行しまし

た。目的達成のためには、ここ数年続いた怪我人を想定した３５名前後

の編成ではチーム内での優良な競争原理が働かないと判断し１ポジシ

ョンに基本的に２名とし３０名以下の編成としました。また選手に対す

る監督コーチ陣の管理や指導をより緊密なものとするためにも人数を

絞ったチーム編成がより有効と考えました。選手の負傷により戦力に 

      穴が開いた場合はレンタル補強で対応します。３０名以下のチーム編成

に関しては提携先でもあるオサスナのコーチ陣や昨年以来交流を続け

ているミュンヘン１８６０のコーチにも同じ指摘を受けたこともあり 

      「闘う」チーム作りにはやらなくてはならない選択の一つといえます。 

       また今シーズンはかつてない厳しいシーズンが予想されます。J1 か

らは２０億規模の予算で臨む３チームが降格し、鳥栖、横浜 FC は親

会社の出現により予算規模を大幅に拡大してきています。僅差で昇格争

いから落ちた仙台、札幌も更なる補強をしてきています。クラブは昨年

来のつかみかけた流れをさらに確実なものとするため強化費予算を拡

大しました。主に外国人経費の増加、フィジカルコーチをはじめとする 

      スタッフの増強などでチーム力の増進を図りたいと考えます。厳しい予

算のなかですが目標達成のために必要な投資と考えています。プロ球団

として、お客様に納得のいく結果という商品をお持ち帰りいただくには

リスクも覚悟で商品作りをしなければなりません。 

       今シーズンの目標も J1昇格であることは変わりません。昇格争いに

絡みながら終盤まで緊張感あふれる試合を続けていければ自ずから結

果はついてくるものと考えています。昨年は勝ち点を３６から５４に

18 ポイント上げましたが、同じ勝ち点を上積みできれば甲府が記録し

た 68 ポイントを上回ることができます。長い J2 シーズンを最後まで
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辛抱強く、諦めず、いかに前向きに闘えるかが大切です。 

       ベルマーレにとって J1昇格は単なる目標ではなく宿命であると考え 

      クラブ一丸となって闘っていきます。 

 

VISION2007 

2006シーズンはヴェルディやヴィッセルに競り勝つなど順調なスタ

ーを切れたように見えましたが、一方で水戸や鳥栖に敗戦するなど不

安要素を抱えての戦いとなって行きました。徳島戦の大勝（５－０）

後の山形戦を落としアジエルの離脱もあり８連敗と完全に調子を崩し

てしました。愛媛戦後に上田監督から辞意が伝えられクラブとして留

意に努めましたが意思が固く菅野コーチに後を引き継ぎシーズンを戦

うこととしました。菅野監督就任後チームは夏場にかけ調子を取り戻

しましたがシーズン後半再度の連敗を記録し１１位という過去最悪の

結果となってしまいました。 

上田監督就任後、強化部として確認していたことは昇格を目指すに

あたり引き分けが多ければ可能性は薄くなるということでした。決着

をつける試合運びをすること。すなわち点を取らなければ勝てません

ので得点力の向上を課題に闘ってきました。確かにが外国人補強の成

果もあり 2003、2004 シーズンより得点力は上がりましたが決着をつ

けに行く過程での失点が増えリーグワースト２位の失点が最終成績に

大きく影響しました。 

今シーズンを迎えるにあたり補強の課題は当然 DF ということにな

ります。そして前述しましたが J1リーグでの経験が豊富な DFを獲得

すること、高評価の外国人選手との契約の更新、現有勢力（レンタル

選手の復帰）の流失防止を念頭にチーム作りをしました。そして昨年

の30名以下のチーム作りを進めチーム内での競争原理を維持すること

ので長いシーズンを勝ち抜こうとした考え方を継続しますが、昨年は

当初問題が生じた場合は（梅田の離脱、CBの補強等）シーズン中にレ

ンタル獲得で補強をする予定が機能せず、結果再度の外国人補強をす

ることになりました。この経験から基本的に１ポジション２ボックス

の考え方は変えませんが特に DF に関しては多めの補強をし選手数が

３０を超えたチームとなっています。今後若手選手に関しては JFLへ

のレンタル移籍や海外への勉強も含め成長できるチャンスを準備して

いきたいと考えています。 

今シーズン、菅野監督が大きなテーマにあげている「リバウンドメ

ンタリティ」にクラブとしても注目をしています。失敗した後、敗戦
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した後、いかに気持ちを切り替えて臨めるかということはクラブが再

生して以来抱えている大きなテーマです。一昨年記録した勝ち点５４

から当初マニフェストで申し上げた年々最低 15%のアップは少なくと

も成し遂げなければなりません。そして「リバウンドメンタリティ」

が改善され 4 クールを通して平均的に勝ち点を上げることができるよ

うになれば確実にチーム力は上がり、昇格争いに加わり、昇格を見据

えることがでます。 

以下に整理しました「チーム理念」と「FUTURE2015」を記載しま

した。 

 

VISION2008 

       ２００６シーズンの反省から守備を重視して行われた補強策は功を

奏し、リーグワースト２位の失点はリーグ最少失点から３位と改善され

ました。得点も７２点と同数ですがリーグ 4位となり、結果勝ち点も J

２降格後最高の７７を獲得しました。可能性は低くなっていましたが昇  

      格争いに終盤まで絡めたのも事実です。いろいろな意味でチームとし  

      て成長を実感出来る１年でした。特に監督が大きなテーマにあげてい 

      た「リバウンドメンタリティー」の改善が進んだことがチーム力を底 

      上げした大きな理由であったと評価しています。実際連敗は数を減ら 

      し連勝が増加したことは長いシーズンを闘う上でチームの大きな自信 

となっていったことは事実です。J２リーグの過去のデータを検証する

と、下位に低迷していたチームが成績を向上させ、次の年に大きく順

位を下げたチームはその後も昇格を実現出来ていません。２年あるい

は３年そのチーム力を維持し成長させることが出来たチームが昇格を

つかみ取っています。過去の新潟や仙台、甲府がその良い例です。し

たがって今季の強化費は厳しい財政状況の中、昨季同等を維持し主力

選手の残留に努めました。２名の選手を移籍で失いましたが主力選手

は残留し再度 J１昇格を目指します。１ポジション２ボックスの基本的

考え方は変えずにFWとMFに厚みを持たせた補強をおこないました。

選手数は昨季と同様の３４名（１名高校生）でポジション別のバラン

スも昨季と同様です。また、ユースからの若手の選手は引き続き JFL

へのレンタルでさらに実戦経験を積ませ精神的成長を期待します。 

       試合が３回戦になり試合数が大きく減るので一概に勝ち点を比べ目 

      標を置くことは難しいですが昇格には昨季並の勝ち点が必要であると 

      考えています。昨年の勝ち点７７から試合数が減る割合を引くと勝ち点 

６８となりこれに毎年最低 15%の勝ち点の積み増しを乗じると７８と 
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いう目標がはじき出されます。数字の目標も大切ですがどんな相手にも 

自分たちのサッカーを一戦一戦しっかりするということがさらに重要 

だと考えます。昨年の昇格組と残留組の大きな違いは直接対決の成績 

      ではなく、下位チーム相手に確実に勝っているかどうかという結果に 

      よっています。しかし JFLから昇格してきた２チームも多くの Jリー

ガーを抱えてシーズンに臨むわけですから簡単に勝てる相手ではあり

ません。いかに長いシーズンを通して厳しい試合を確実に闘っていき

「リバウンドメンタリティー」をしっかりコントロールしていけるか。

昨季チームが身につけた「ハードワーク」というカラーを引き続き実践

していけるかなど積み上げて来た実績を自らの自信に変え闘い続ける

ことが出来れば結果はついてくると考えます。混戦が予想される今シー

ズンは、どのような厳しい状況でもあきらめない精神力が勝負を分ける

ことになるでしょう。 

 

VISION2009 

            クラブ史上初めて最終戦まで昇格を争いましたが残念ながら夢を現実

にすることはできませんでした。例年最終順位は勝ち数というより負け

数の少ない順位で並びます。１５敗は前年 17敗よりは少ないですが試

合数が６少ないことを考えると納得のいく結果とは言えません。そして

私たちの最大の悩み事は監督人事でした。菅野監督は外国人主力選手が

怪我で戦列を去った夏場、実に巧みなチームコントロールで 11戦負け

ることなく昇格を引き寄せました。しかし、2ヵ月半ぶりの仙台戦敗戦

後の 9 試合を 3 勝 6 敗と負け越しシーズンは終わりました。ここまで

チームを成長させてくれた菅野監督には感謝の気持ちでいっぱいです。

様々な要因で菅野監督とも話し合い指揮官を代えることにしました。結

果 OBでもある反町監督を招聘することができ、若返りと限られた費用

環境という課題と昇格を引き続き狙うという目標を共有しシーズンを

戦うこととなりました。監督人事が最終節まで及んだこともあり選手構

成は大倉部長が中心におこないました。そんなこともあり厳しい予算で

はありますが監督就任後に反町監督の要望も取り入れ寺川、野澤、田原

の 3選手を獲得しました。総勢 33名は前年とほぼ同じですが試合数 51

を考えると必要な人数かと思われます。引き続き下部組織から昇格した

選手は JFL へのレンタル移籍をさせます。また今季初めてパラグワイ

の日系ベルマーレへ FW の菅野選手を留学させました。サッカー漬け

の毎日は必ず彼を成長させます。コーチ陣は監督交代によりカルロスフ

ジカルコーチ以外全員変わることとなりました。長年育成部門の長を務
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め若手育成に奔走してくれた曹コーチがトップコーチに昇格、現役引退

を決意した加藤望もコーチとして新たなスタートを切りました。 

       J2は 18チームとなり試合数も 51試合になります。したがって一概

に昨年と勝ち点を比較してものは言えませんが JFL昇格組みが 3チー

ムあることなど勘案すると勝ち点 100 を目指す闘いとなると思われま

す。シーズンを通して負け数を減らすこと、勝たなければならない順位

下位のチームには絶対負けないことが大切です。昨年 3 クール目の昇

格ライバルとの直接対決をことごとく競り負けてしまいました。この事

実が同じ過ちを繰り返さない経験則として選手たちにしみ込んでいる

に違いありません。長いシーズン再び「リバウンドメンタリティー」を

思い起こし、ハードワークを忘れることなく闘い続ければ必ずゴールが

見えてくる違いありません。今年から 3 位は自動昇格になります。試

合数が増えたため最後まで予断を許さない展開が続きます。どんなシー

ズンの展開になろうと「あきらめない」精神力の強さが紙一重の結果を

もたらします。 

 

 

VISON2010 

             昨シーズン、反町監督はここ数年で強化されてきた走力や精神力にさ

らに磨きをかけ短期のうちにチームをまとめあげ見事なスタートダッ

シュを決めました。監督就任後少ない時間で補強を進めた寺川、野澤、

田原選手ら昇格経験組はシーズン中レギュラーとして定着し、既存戦力

に新戦力の村松選手などがシーズンを通じて信頼関係を高めていった

ことが紙一重の昇格を勝ち取った大きな要因です。予想どおり昇格ライ

ンは勝ち点１００となりわずかに足りませんでしたが勝ち点９８、２８

勝１１分１１敗で３位ながら悲願の J1昇格を果たすことができました。

１０回の終了間際での得点といい最終戦の水戸戦での逆転劇といい監

督がやろうとしているサッカーを選手がよく理解し、またプレーで表現

できたことの集大成が結果になり表れたものだと思います。 

       J１シーズンは全ての相手の技量が上がると覚悟して臨むことにな

ります。主力であったほとんどの選手と契約を更新できたことは大変う

れしいことですが１８番目に昇格を決めたチームであることよく認識

してシーズンに挑むことが大切と考えます。１７位、１６位と一歩一歩 

      上位を倒していくことが大切です。昨年のようにはいきません。連敗、

あるいは勝ちきれない状況が出てきたときにいかに辛抱強く戦えるか

が J１に残れるか否かということになるでしょう。費用に限度のあるク
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ラブですが新居、馬場、小澤や新人の三平など、十分ではありませんが

効率的な補強ができたと考えます。この補強組が昨年の補強組のごとく

定着してくれればまた一つ階段を上れることになるでしょう。 

       アジエルを始め多くの怪我人が出ていますが秋口でなくてよかった

と前向きにとらえワールドカップのインターバルを生かしチーム体制

を整えていきます。 

       また昨シーズン出番の少なかった若い選手は複数の J２、地域リーグ

チームに期限付移籍をさせました。年齢的にどのカテゴリーであっても

公式戦に出場することが重要な世代であります。サテライトリーグのな

くなる今シーズン、チーム内で使われるチャンスが少ないのであればク

ラブにも本人のためにもなりません。 

       J１残留のラインは勝ち点４０と設定しています。ただし数字に振り

回されては難しい坂道がさらに急になるだけです。確かにスタートで勝

ち点を稼げればそれにこしたことはありませんが、昨年来反町監督が言

っているように「１２月にどこにいるか」ということが全てです。あき

らめずに繰り返した結果が１２月 5 日に偶然でも奇跡でもない必然的

な結果をもたらしました。常に前向きに考えシーズンを戦える環境づく

りを心がけていきたいと思います。 

       J１に昇格した今年からプロフェッショナルな選手の質の向上とし

て選手の評価基準も再考していきます。当然ですがプロ選手としての評

価は試合であり勝敗であります。その評価は監督であり強化部が行うこ

とは従来通りです。ただそれだけでは本質的に強くてサポーターに愛さ

れるチームは生まれないと思います。新たに考えたいのはステークホル

ダーにどれだけ貢献できたかということやホームタウンや地域に対し

どれだけ貢献できたかということです。これは義務ではなくあくまでも

自主性の問題であり加点主義の評価ということになります。プロの選手

であり社会人としてもリスペクトされる選手になり得るかということ

です。そういった選手が多いチームは試合でもサポーターを納得させる

プレーができるはずです。当然応援する人も増えるでしょう。また選手

の将来のためにも重要なことであると考えます。 

 

VISON2011 

        11年ぶりの J1シーズンは大変厳しい 1年となりました。J2リーグ

3 位からの昇格では簡単なシーズンにはならないと覚悟をしての戦い

でしたが 1年で降格となってしまいました。第 1の原因は怪我人の多

さでした。もともと選手層が厚くないチームでレギュラークラスが長



- 20 - 

期離脱した場合、J1リーグでは控え組が良い成長を見せても結果は残

念ながらついてきません。2009年の先発メンバーで 1試合も戦うこと

が出来なかったことはクラブの大きな反省点です。前年の 50 試合を

越える試合をほぼ固定メンバーで闘った事実を考慮すると欧州で進ん

でいる「身体を休める」ことを優先としたフィジカル準備というもの

ができなかったと言えるかもしれません。また、悲願の J1 昇格を現

実にするためベテランの補強を優先し平均年齢が高くなっていたこと

も事実です。技術的なことも含め「昇格」をすべての優先順位の先頭

においてきたことでその先にある J1 で闘う風景に目が届いていませ

んでした。この点も新たな昇格レースの中ではしっかりした基準を持

ってチーム作りを進めていかなければなりません。 

        今シーズンの昇格ラインは勝ち点 70 においています。札幌、ジェ

フ千葉、FC東京、東京 V、横浜 FC、京都、大分の元 J1チームはす

べて昇格ライバルです。昨今上昇基調にある徳島、鳥栖、そして栃木

も要注意チームになるでしょう。今シーズンのチーム作りは反町監督

就任以来、初めてとなるディフェンスの構築からのアプローチをして

います。これは正に昇格の先の風景を念頭に入れたチーム作りでもあ

ります。いずれにしろ簡単に勝てるチームはなく、また絶対勝てない

チームはないリーグ戦を再認識しなければなりません。3 歳近い若返

りを図ったチームは最初から安定的な戦いが出来ないかもしれません。

巻、佐々木など即戦力の補強をしました。生え抜きの若手を復帰させ

ています。スタメンも昨年と比べると半分以上の選手が変わるかもし

れません。昨年の反省に立ち再度チームを強化するには当然のことと

理解していただき再び「12月の最終戦にどこにいるのか」という視点

で最後までチームを鼓舞していただきたいと思います。 

        またプロフェッショナルな選手の質の向上にも引続き取り組んでい

きます。クラブと選手が地域やステークホルダーに貢献し、また愛さ

れリスペクトされることが大切であることに変わりはありません。 

 



- 21 - 

 

チーム理念 

湘南地域に住む人々に、サッカーを通して夢と勇気と希望の感動空間を提供する 

 

目指すサッカー 

常にゴールを意識した、攻守の切り替えの早い、アグレッシブなサッカー 

                                 

選手に求める６訓 

1. 夢と目標をもつこと（自己実現と挑戦） 

2. １００％の集中力で練習を行うこと（本質を見失わない） 

3. 強いフィジカルコンディション（心技体）を自ら作る努力をすること 

4. 謙虚さと思いやりをもって行動すること 

5. 常に明るく元気良くすること 

6. ファンに対して暖かく接すること（地域共存意識、社会貢献） 

 

選手獲得基準 

1. フィジカルは強い選手ですか？（体） 

2. チームの為に行動できるメンタルはありますか？（心） 

3. ボールコントロールの技術は高いですか？（技） 

4. 将来、Ｊ１リーグで通用するポテンシャルですか？（可能性） 

 

チームの「定義」 

 

 

 

チームは、監督個人の表現手段ではない。 

チームには、蓄積してきた経験やノウハウがあり、それを生かしな

がら継続していくことが重要である。だからこそ、クラブとして、

「目指すサッカー」や「理念」といったぶれない軸が大切である。 

 

チームは生もの、チームは計画通りにはいかない。 

だからこそ、「負け方」（チームフィロソフィーに通ずる）が重要で

ある。（バイエルン・ミュンヘン ヘーネスＧＭ）  
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VISION2007 

 

湘南湘南湘南湘南ベルマーレベルマーレベルマーレベルマーレ    FUTUREFUTUREFUTUREFUTURE    ２０２０２０２０1111５５５５    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ Ｕ１５以下は、ＮＰＯ法人の管轄 

 

【進捗事項】 

１．２００６年、ＳＣ（スクール）生が、前年より２００人増の７００人となる。 

  ２００７年は目標を９００人としている。 

２．「ＦＵＴＵＲＥ２０１０」（中期計画）の作成 

３．３Ｐ（POTENTIAL PLAYERS PROJECT）プロジェクトの実施 

   昇格目標：２００７年２人、２００８年２人、２００９年１人、２０１０年３人 

４．産業能率大学サッカー部との強化関係（コーチの派遣等） 

５．日系ベルマーレの運営と活用 

 

 

トップトップトップトップ    

    

産業能率産業能率産業能率産業能率大学大学大学大学    

    

サッカー部サッカー部サッカー部サッカー部    

    

Ｕ１８Ｕ１８Ｕ１８Ｕ１８    

Ｕ１７Ｕ１７Ｕ１７Ｕ１７    

Ｕ１６Ｕ１６Ｕ１６Ｕ１６    

                    Ｕ１５（馬入／小田原）Ｕ１５（馬入／小田原）Ｕ１５（馬入／小田原）Ｕ１５（馬入／小田原）    

            Ｕ１４Ｕ１４Ｕ１４Ｕ１４                

                Ｕ１３Ｕ１３Ｕ１３Ｕ１３    

            Ｕ１２Ｕ１２Ｕ１２Ｕ１２    

            普及・スクール普及・スクール普及・スクール普及・スクール    

１．Ｊ１リーグに存在する 

２．登録選手中、半分以上はユース出身選手 

３．キャプテンがユース出身選手（中心選手） 

１．１９から２１までの強化育成 

２．ユース選手の受け皿 

３．２１歳時、プロ選択 

４．勉学との両立 

底辺拡大底辺拡大底辺拡大底辺拡大    

２ ， ０ ０ ０ 人２ ， ０ ０ ０ 人２ ， ０ ０ ０ 人２ ， ０ ０ ０ 人

ＮＩＫＫＥＩ 

ＢＥＬＬＭＡＲＥ 
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＊育成 規律・姿勢を重んじた選手育成      

「計画的な育成システムの確立」 

VISION2004 

今後の強化策を推し進める上で「育成」は大きなテーマです。 

今までのどちらかというと「自由」な個々の自主性に任せていた育成

方針から、規律・姿勢を重んじ「厳しさ」を持ち合わせた育成方針に

変革をさせていきたいと考えます。この「厳しさ」とは「厳しくしご

く」といった意味ではなく、当たり前の社会人になるための規律・厳

しさをサッカーを通して覚えさせ、しいてはそのサッカーに対する姿

勢が個人の技術や精神力の向上にプラスとなるような循環を生むこ

とができればと考えます。過去の下部組織より昇格した選手に見られ

る問題点として、技術はいい物を持ちながら精神的な弱さ、不安定さ

を感じさせることが多く見受けられました。そんな過去の経緯を再考

して新たな育成方針とシステム・プランを再構築したいと考えます。 

 現在NPO法人が運営する下部組織には約800人の子供たちが在籍し

ます。このなかからトップチームに進める子はほんの一握りの子供と

いうことになります。残念ながらほとんどの子供たちはサッカー選手

としてではなく社会に出て行くことになります。そんな地域の子供た

ちに social education として接することは地域の熱意で存続できた

クラブとしては当然の地域貢献のひとつと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

NPO 法人湘南ベルマーレスポーツクラブ 

(株)湘南ベルマーレ 
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VISION2005 

       育成システムの見直しは組織の再構築からはじめ強化部長を中心に

コーチ全員がミーティングを重ね新しい育成をスタートしています。 

育成理念育成理念育成理念育成理念    

サッカーを通して、健全な青少年を育成する 

指導者のミッション指導者のミッション指導者のミッション指導者のミッション    

私達は、サッカーを通して、健全な青少年を 育てることを第一に考え、その

中からトップアスリートとなりうる人材を発掘します 

育成の目標育成の目標育成の目標育成の目標    

１．トップチームで闘えるプロ選手を育てる 

２．地域を構成する一員（団体）として、健全な青少年を育成する 

（例）「そこに落ちているゴミを拾える人間」 

育成チ育成チ育成チ育成チームスローガンームスローガンームスローガンームスローガン    

S        E        A 
                                    SSSS-SPIRIT                 EEEE-energy                 AAAA-aggressive 

      戦う気持ち、真面目さ   エネルギッシュに     攻撃的、積極的 

 

 

VISION2006 

      育成、普及部門では当初テーマにあげていた「規律・姿勢を重んじた選

手育成」が成果をあげつつあり、強化部長を中心としてスタートした新し

い育成システムは着実に結果を出しつつあると思われます。 

      ユースチームは好成績を残しプリンスリーグ入りを果しました。ジュニ

アユースも大神チームとオエステが良好な競争関係を作り出し高円宮杯

では神奈川県大会で優勝をすることができました。 

      一方残念ながらユースチームからのトップチームの昇格選手はなしと

いう結果になりました。多くのサポーターの方から「ベルマーレは市民ク

ラブとして生え抜きの選手であるユース選手を積極的にトップチームへ

上げるべきだ」等のご意見をいただきました。クラブとしては下部組織上

がりの選手を積極的に昇格をさせたいのはやまやまなのですが、強化部の

「将来下部組織出身の生え抜きの選手がキャプテンマークをつけチーム 

を統率する」といった将来像を実現するためにも今回は昇格を見送りまし

た。精神的に強いチームを作る。闘うチームをつくるという理念からする
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と下部組織出身者には比較的「優しい選手」が多いという傾向があります。

しかしトップチームに入ると強豪高校や名門大学サッカー部で大勢の競

争の中で厳しくもまれてきた選手たちとポジションを争うことになりま

す。そこで大切になるのが精神力だといえます。少々無理をして昇格をさ

せても数年をめどに成長が確認できなければプロ球団である以上、解雇を

言い渡さなければなりません。技術はいい物を持っていながら精神的な壁

に当たり成長できない例はサッカー界では珍しい話ではないのです。それ

であれば大学サッカーあるいは社会人リーグといったところで環境の違

う競争の世界を経験し次のステップを目指すということは決して遠回り

ではありません。そして私たちもクラブチームでありながらも強い精神力

を持つことができる育成システムの確立を急がなければと考えています。 

また、その育成システムを確立するために必要なのがアマチュアチーム

といえます。このアマチュアチームを持つためには活動拠点となるグラウ

ンドが必要であるなどなかなか条件が合わず実現に時間がかかっていま

した。今年になり産業能率大学サッカー部をこの強化プランの受け皿とし

て活用することで合意がされ、現在コーチをベルマーレより派遣しすでに

チームは強化活動を始めています。後に触れますが施設面でも多大な協力

をいただき強いベルマーレのユースも含めた活動拠点となりそうです。も

う少し育成に時間をかけて成長を見極めたい選手たちを昇格か卒業かの

ふるいにかけることなく育成できることは大きなアドヴァンテージとな

りえると考えています。 

 

VISION2007 

      「計画的な育成システムの確立」を掲げて３年を迎えた昨年、育成普及

部門は確実な進歩を印しています。ユースチームは初参戦した関東プリ

ンスリーグで並み居る強豪チームと互角以上の戦いを続け総合２位とい

う成績で大躍進を果たしました。続く全日本ユース選手権ではベスト１

６という結果を残し、中心的な選手であった猪狩選手と林選手がトップ

チームに昇格しました。全日本ユース選手権で惜しくも敗れた名古屋グ

ランパス戦は９０分間全員がピッチを走り続け、あと一歩のところまで

相手を追い込みました。最後の挨拶を終え倒れこんだ選手たちは私たち

クラブの目指す方向を垣間見せてくれ感動すら覚えました。ジュニアユ

ースチームも高円宮杯と JFA PREMIER CUPの神奈川大会で優勝、 

関東大会へと駒を進めています。横浜 F・マリノス、川崎フロンターレ

などを打ち破っての２度の優勝は高く評価をされています。 

      アマチュアチームの受け皿としてスタートした産業能率大学サッカー
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部との提携は順調に推移し引き続き鳥飼コーチが新たに就任した坂下監

督のもと強化を進めています。人工芝のピッチが整備されユースチーム

もこのグラウンドをお借りしチームの活動拠点になっています。今後さ

らに大学チームとの良好な強化育成策が進められていく予定です。 

      また昨年パラグアイに設立された NIKKEI BELLMARE との提携も

具体的に開始します。特に厳しい条件でサッカーを戦うことにより得ら

れるメンタリティーの向上などを目的に若い選手の交流を進めます。 

       

そして昨年の結果に満足することなく、さらなる成長を目指し新たに

指導者としての今シーズンの指針を策定しました。 

 

育成部門指導者としての心構え 

OPEN MIND（意見を言う、聞く勇気を持とう） 

 

O:思いやり（気配り） 

P：プラン（長いスパン） 

E:エネルギッシュさ（自発的に勉強する姿勢） 

N:熱意（あきらめない、向き合う） 

 

育成全員で選手を育てる当事者意識を持とう 

 

VISION2008 

       下部組織にとって２００７年シーズンは歴史的な成果の出たシーズ

ンでした。今年で４０年を迎えるクラブ史上初めてジュニア、Jr ユー

ス、ユースの各カテゴリーが地区予選を勝ち抜き全国大会へと駒を進め

ました。２００４年より育成システムの改革を始め 4 年目にしてたど

り着いた成果はさらに今後の選手育成に大きな自信となる結果でした。 

       今シーズンも同じ方針のもと選手育成を進めてまいりますが、２つ 

      の大きな変更点がございます。一つは６年間「湘南ベルマーレオエス 

      テ」という名称で二宮、小田原地区で活動していた Jrユースチームを 

      組織及び名称変更いたします。チーム名は「湘南ベルマーレ小田原」    

      となり、小田原出身でベルマーレ OB選手でもある山本富士雄氏にス 

      パーバイザーに就任していただき地域に密着した強化と活動を展開し 

      ていきます。 

       もう一つの変更点は今まで選手育成部門として「下部組織」と表現 

      してきた育成及び普及活動を「ベルマーレフットボールアカデミー」と
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名称変更します。育成と普及部門があることは変わりありませんが「べ

ルマーレフットボールアカデミー」では単に技術だけでなく幅広く選手

育成に取り組む育成策を検討していきます。 

       この「アカデミー」では９００人を超える子ども達を育成することに 

      なりますが今年はホームタウン東部の茅ヶ崎、藤沢エリアでの拠点づく 

      りも進めていきたいと考えています 

 

VISION200９ 

昨年組織変更した「ベルマーレフットボールアカデミー」は浅野哲

也コーチをアカデミーダイレクターに育成、普及そして地域のサッカ

ーチームとのコミュニケーションの発展をテーマに活動を続けていま

す。 

これまでの成果として事業内容を紹介するとコーチは総勢 25名。こ

のうち元 J リーガーが 9 名、海外チーム経験者 4 名など経歴豊かなコ

ーチ陣構成となっています。フットサル選手やビーチサッカーの選手

が指導者の中にいるのもベルマーレらしさです。使用施設は 8 箇所に

および、サッカースクールは 10箇所で行われています。指導を受ける

子供たちは 1000人を超しました。さらに活動を広げ FUTURE２０１

５の実現に向けて歩を進めていきます。 

 地域のサッカー指導者とのコミュニケーションの場として「アカデ

ミーカンファレンス」を開催しています。2月にはフィンランド代表監

督バクスター氏を講師にコーチングに関する講演を行いました。今後

はさらに回数を増やし開催していきます。このような活動から地域の

子供の情報も吸収できるようにしていきたいと思います。ホームタウ

ンの地域サッカー界でのベルマーレアカデミーの活動と評価が今後の

選手育成に大きくかかわってくることになり重視をしていきます。 

現在ベルマーレはこのアカデミー出身のアンダー日本代表を 3 名輩

出しています。ビーチバレーの白鳥、楠原に続き、ロンドンオリンピ

ックのピッチにベルマーレアカデミー出身者が立つことも夢ではあり

ません。 

 

VISION2010 

             新年度のベルマーレフットボールアカデミーは、新たなディレクター

として元神奈川大学サッカー部監督の大森酉三郎を招聘しました。大森

ディレクターはホームタウン茅ヶ崎の出身で県サッカー協会をはじめ

様々な人脈を持っておりベルマーレの地域密着の育成、普及活動をさら
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に拡大をして行きます。神奈川県には４つの J リーグクラブがあり育

成部門において独自のメソッドを造り上げて行くことを重視していき

ます。 

その変革の一つとしてアカデミーは今年の６年生を最後にジュニア

チームを終了させます。ジュニアチーム活動は、ホームタウンの皆様に

お任せをし、我々はスクールの選抜クラス、スーパークラスの充実を図

ります。特にジュニア世代のフットサル技術の向上を指導に取り入れま

す。F リーグ得点王のボラなど F リーグの選手も直接指導に参加しま

す。またこれまでの指導指針に加え、ライフスキルの向上というテーマ

でサッカー技術だけではない育成のあり方を構築して行きます。 

また新たに南足柄に地域の協会の支援を受けながらジュニアユース

チームを立ち上げました。古林将太の出身地でもありこれを契機にホー

ムタウンではありませんが県北西部の育成活動に力を入れていきたい

と考えています。 

       好評をいただいているベルマーレフットボールアカデミーカンファ

レンスはさらに充実した内容で開催していきます。地域の指導者の皆様

との良好なコミュニケーションは今後も重要と考えます。 

 

 

       

 

 

 

学校 

フットボール 家庭 

 

学校の復習 

フットボールの準備 

学校の予習 

家庭の手伝い 

 

家庭の手伝い  フットボールの後片付け 

 

プレイヤーとして

のライフスキル 
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VISION2011 

        ベルマーレフットボールアカデミーは大森ディレクターの下「ライ

フスキル」をテーマに着実に活動の輪を広げています。今年よりジュ

ニアのチーム活動を終了しスクール中心のジュニア活動となりました。

GK、FWクラスやコンディショニングに加えランニングなど様々な内

容のクラスを増やし充実させていきます。 

       また、引続きジュニア世代のフットサル技術の向上を指導に取り入れ

ていきます。 

        移籍金制度の変更により地道に活動し苦労を重ねて地域の子どもを

育てる小クラブの経営戦略は曲がり角を迎えています。J1チームの中

にも多くの資本をトップチームに向け育成は Jリーグのルールである

がゆえ行い、トップチームの選手はスカウティングにより全国から連

れてくるチームが散見されます。また前述しましたように欧州の弱小

クラブが選手育成の能力を武器にチーム経営を支えるといった我々が

目指した一つの経営の形が難しくなってきています。今後のアカデミ

ーの考え方をしっかり整理しなければならない時期なのかもしれませ
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ん。しかし育成のための費用をどこまで捻出し続けるかという経営的

な議論はあるとしても、ベルマーレの歴史と存在価値からすれば地域

の子どもを育てそこから Jリーガーを誕生させるということは止める

わけにはいかないことと理解しています。またそう賛同いただけると

信じ経営的問題を解決しこれまで以上の育成活動が出来るよう地域と

のパイプを太くしたいと考えています。 

 

 

＊新たな活動拠点づくりと移転 

      「4つのクラブハウス」 

VISION2004 

       湘南ベルマーレは２０００年の発足以来ベルマーレ平塚時代同様

に活動拠点を平塚市大神においてきました。強化の環境を最大限に優

先するため㈱フジタより賃貸をし５年目を迎えています。しかしなが

らここにかかる経費は年間予算の約 10％に達し経営を圧迫している

のも事実であります。今後平塚市と交渉を重ねナイジェリアキャンプ

地で新設された馬入公園サッカー場を活動の拠点にできないか模索

をしていきます。（平塚市は２００２FIFA ワールドカップ記念事業

に本年度も申請を予定しておりこれに伴いグランドの増設および改

修がおこなわれる可能性があります） 

  また、ホームタウンの広域化に伴い活動を７市３町に拡大しました

が十分成果が上がっていないことも事実です。小田原ではベルマーレ

オエステと名づけたジュニアユースチームが３年目を迎え地域に定

着しつつあります。このような活動をさらに推し進めるにはたとえ規

模は小さくとも活動拠点を複数化する必要があります。ホームタウン

を４つのエリア[南（平塚・・本拠地として）西（小田原、二宮、大

磯、隣接市町）東（藤沢、茅ヶ崎、寒川、隣接市町）北（厚木、伊勢

原、秦野、隣接市町）]に大きく区別し少なくとも４箇所の拠点作り

を進めたいと考えます。そのために下記に列記する３つの活動により

拠点確保をすすめたいと考えます。 

 

○私たちは、ホームタウンの各市町、体協やサッカー協会と連携し公

共の施設にクラブ拠点を構え、管理業務等の委託業務を受けたいと考

えています。スポーツに関する知識とノウハウが高いクラブが管理を
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手がけることにより市民がより使いやすく、そしてより高いレベルの

スポーツ指導が定着し市民に親しまれる運営をしていくことができ

ると考えます。スポーツクラブスタッフが常勤することにより施設の

利用時間もより長く市民に開放することができ、また芝生グランドの

利用内容もより行き届いたものとなり市民の利用に対してより有益

な結果を生むこととなると思います。生涯スポーツが大きな課題の昨

今私たちのノウハウで地域スポーツの活性化のお手伝いをさせてい

ただきたいと考えています。清水市はサッカー施設 J ステップの管

理委託業務を清水エスパルスに委託し、より行き届いた運営を確立し

ています。我々も全国に先駆け行政と民間団体と市民の協力による公

共施設の有効利用の最善例を目指したいと考えています。ヨーロッパ

によく例が見られる公共施設の運営受託や公設民営化への積極的参

加を平塚市はもとよりホームタウンの他都市に働きかけていきます。 

 

○行政との受託事業を模索しながら同時に民間企業とのコラボレー

ション事業もすすめます。スポンサーや地元企業とフットサル場＆ス

クールの事業開発を進めたいと考えます。遊休地を抱えた地域企業と

民間デベロッパーと協働し私たちの運営ノウハウとブランドをミッ

クスしたアミューズメントフィールドの開発を進めます。 

 

○J リーグの理念の一つでありますスポーツの振興を底辺で後押し

する活動に自然芝のグラウンドを奨励する事業があります。 

Ｍｒ．ピッチはまさにこのためのキャラクターであることはご存知か

と思います。ベルマーレもこの活動をホームタウン内で広く進めるた

め４月２９日みどりの日を「ベルマーレの日」とし、自然芝の普及活

動を進めたいと考えます。幼稚園や施設などに芝生の種や芝をプレゼ

ントし子供たちに緑のグランドを体感してもらいます。また自然芝の

最大の問題である管理運営に関して活動を支えるボランティアグル

ープを立ち上げみどりのネットワークづくりを進めます。２８の J

リーグホームタウン都市のなかでもっとも子供たちが自然芝のグラ

ウンドでスポーツができる環境作りを目指します。 

 

 VISION2005 

 現在の活動拠点大神グラウンドは昨年㈱フジタより学校法人に売

却がされ 10月よりクラブハウスの 1部は使用できなくなり駐車場内

に立てられたプレハブ棟を併用して活動を続けています。学校法人の
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ご理解により建物及びグラウンドは 2年間の使用が許されています。

この期限の切れる平成 18年 9月をめどにクラブは移転をしなければ

なりません。そんな状況下昨年申請をいたしましたワールドカップ記

念事業の「モデル的地域スポーツ環境整備」の助成金の交付を受ける

ことが決定し、懸案であった馬入ふれあい公園への拠点の移動が現実

的な話となってきました。しかし今回の助成でグラウンドの確保は進

みましたがクラブハウスに関しては別途考えていかなくてはなりま

せん。遅くても今年中には何らかの対策案を発表できるよう今後は平

塚市と協議を続けながら新たな拠点のあり方を模索していきます。 

またホームタウンの広域化にともなう４つの拠点作りでは、拠点づく

りの 1 つの手法として公共施設の指定管理者制度による管理受託に

関して積極的にノウハウを蓄積し総合型スポーツクラブ事業と協業

させ新たな事業の柱としたいと考えています。 

民間事業者とのコラボレーション事業としては今年の 7 月秦野市

にスポンサー企業と共にベルマーレのブランドでフットサル場をオ

ープンさせます。今まで活動が行き届いていないエリアでの新たな拠

点となり地域に密着した活動ができると期待しています。今後さらに

オエステの活動拠点の確保や設立を予定しているアマチュアチーム

の活動拠点づくりなどを 7市３町の中で進めてまいります。 

自然芝の普及活動は小学校のグラウンドの芝生化を支援し、管理、 

       使用などをアドバイスしていきます。今年度中に芝生化を予定してい

る小学校で具体的な活動を始めます。また昨年、4 月 29 日みどりの

日を「ベルマーレの日」としましたがみどりの日が 5 月 4 日に変わ

るのを受け「ベルマーレの日」も 5月 4日と変更いたします。 

 

VISION2006 

        活動拠点である大神は今年 9 月末をめどに移転をしなければなり

ません。馬入ふれあい公園サッカーグラウンドへの移転はすでに周知

の事実ですがいまだに滞在するクラブハウスのめどは立たず、残念な

がら数箇所に分散して活動することが現実的になってきています。ま

たグラウンドも市民との共有を前提とした使い方になるため今後ご

理解を関係各方面にいただかなくてはなりません。 

新たな活動拠点となるサッカー場は平塚市の指定管理者として

NPO法人湘南ベルマーレスポーツクラブが 4月より施設管理を始め

ています。市民とのより効率よい使用管理を進めチームの活動に支障

をきたすことがないようにしたいと考えています。 
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ホームタウンの広域化にともなう 4 つの拠点作りでは昨年 7 月に

秦野市内にフットサル場がオープンし活動をスタートしました。また

今年 6 月には藤沢駅前に江ノ電と共同でフットサル場をオープンさ

せる予定です。長い間活動の拠点を持てなかったところだけに今後の

活動に期待が持てます。また 9 月にも別の場所にて施設運営の計画

が進んでいます。また産業能率大での活動も始まるため、今年は大神、

馬入、秦野、藤沢、伊勢原は活動拠点になり、そのほか二宮、厚木、

鎌倉などでも育成、普及活動を活性化していきます。 

       自然芝のグラウンド作りは昨年平塚市内の勝原小学校、富士見小学校 

       松ヶ丘小学校で選手、監督、スタッフも参加し芝張りがおこなわれ、

その後、先生、PTA、地域の皆さんに守られ緑の芝生は子供たちと一

緒に成長しています。 

        今年も 5 月 4 日みどりの日の前日ホームゲーム開催日に「ベルマ

ーレの日」として緑の芝生教室を開催します。多くの人々に緑のグラ

ウンドの重要さを訴えていきます。 

 

VISION200７ 

        多くの皆さんにご心配をかけ、またご支援をいただいた移転は大神

より馬入ふれあい公園及び隣接地に移ることにより当面の活動に支

障のないようにすることができました。現在の使用状況は下記の通で

す。 

 

       トップチームの使用状況 

                グラウンド         自然芝２面 

                ロッカールーム       管理棟２階 

                  マッサージ    １階シャワールーム内 

                  トレーニングジム    アリーナ内控え室 

                  ミーティングルーム   アリーナ内会議室 

                                    食堂          民有地内別棟建物 

                  監督、コーチ、スタッフ  民有地内別棟建物 

 

馬入公園内には JFA の記念事業の予算を使い新プレハブ棟が完成

（約２００平米・４部屋）し現在は物置と多目的ルームとして設定さ 

  れています。うち１部屋をミーティングルーム兼食堂として借用中

ですが今後さらに使用できるよう行政に希望を出していきます。 

今シーズンについてはこの新プレハブ棟を有効利用していきます。 
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ただし、グラウンドを含め公共の施設ですので市民との効率の良い

共有を進め、より良い共有によりクラブが評価されるよう努力する

ことも重要だと指導しています。並行して従来通り市民共用の便益

型クラブハウスの実現を目指し、クラブ内に担当をおき行政と引き

続き話し合いを続けていきます。 

また、「新たな活動拠点づくり」は順調に進み現在、平塚馬入、 

 秦野フットサル場、藤沢フットサル場、伊勢原産業能率大学を活動

拠点に事業を進めています。今シーズンは小田原に F リーグ（フ

ットサル）参戦による新たな拠点作りを進めます。普及活動のサッ

カースクールは上記活動拠点以外に鎌倉と厚木（２箇所）を加え７

箇所となっています。 

  馬入ふれあい公園における指定管理業務は順調に推移していま

す。昨年は通常業務以外に施設有効利用の市民向け事業とし未就学

児向けのオープンフィールド（人工芝）を試験的にはじめたところ

大変好評でした。今期は自然芝グラウンドを含め地域の幼稚園、保

育園を招き幼児を中心にオープンフィールド進める予定です。自然

芝の上で子供たちが自由に遊べる時間と空間の提供を計画中です。 

 

VISION2008 

皆様のご援助のもと馬入公園内および近隣に移転し２年が過ぎ

ようとしています。私たちが要望しています「市民共用の便益型ク

ラブハウス」は実現の目処がたっていませんが引き続きお願いを続

けていきます。賃貸の期限が終わります隣地事務所棟の利用は引き

続き利用が出来るよう地権者様に内諾を頂いております。現在の利

用状況は下記の通りです。 

 

             グラウンド       自然芝２面 

             ロッカールーム     新プレハブ棟２階 

             マッサージルーム    管理棟シャワールーム 

             トレーニングルーム   新プレハブ棟１階 

             食 堂         新プレハブ棟２階 

             監督、スタッフルーム  隣地民有地内建物 

             会  社        隣地民有地内建物 

 

         現在馬入が活動拠点の中心地になっていますが、産業能率大学 

        サッカー場が第２の活動拠点となりトップチームをはじめユース 
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        チームの拠点になっています。 

         「新たな拠点づくり」としましては秦野、藤沢のフットサル場の 

        ほかフットサルクラブの拠点として大井町のズックフットサルベ 

        ースでも活動をはじめました。また湘南ベルマーレ小田原の拠点 

        が夏頃には完成します。今年はホームタウン東部の茅ヶ崎、藤沢 

        エリアでの拠点拡充を目指し活動していきます。 

         また、指定管理業務では馬入ふれあい公園サッカー場に加え新 

        たに湘南ひらつかビーチパークと大磯運動公園の指定管理業務を     

        行うことになりました。海岸ではビーチサッカースクール、大磯 

        でもサッカースクールをスタートさせます。馬入ではソフトボール 

        の安藤監督、ビーチパークでは川合 GM、そして大磯でもスクー 

        ルコーチが指定管理業務に従事しています。ヨーロッパのスポーツ  

        クラブに少しだけ近づいたと思っています。 

 

VISION200９ 

馬入移転時よりご心配をおかけしているクラブハウス問題は依

然解決しておりません。当初より行政にお願いしてきました「市民

共用の便益型クラブハウス」の実現をめざして行きます。 

現在お借りしている民有地に関しましては地権者にご理解を頂き

さらに２年間の契約更新をさせていただきました。そして、産業能

率大学様にも引き続きご理解をいただきユースを中心に練習場等

様々な施設利用をさせていただいております。 

 また、指定管理業務は小田原市の上府中運動公園の業務を受注す

ることができフットサルチームの選手を中心とした管理体制を検

討中です。更なる活動拠点の確保を目指して行きますが、特に昨年

から申し上げています東部、藤沢、茅ヶ崎での拠点拡充が必要と考

えています。 

今後、最も重要になる競技場の問題も積極的に対策を検討して行か

なくてはなりません。Jリーグからは内々に競技場に関する要望が

出ており、昇格時の問題とは別の考え方で対処して行かないと将来

開催自体に影響が出ると危惧しています。 

 

VISION2010 

  指定管理業務は新たに開成町の開成水辺のスポーツ公園が加わ

りました。南足柄のジュニアユースと共に県北西部の活動拠点とし

て地域密着の活動を進めて行きます。現在、馬入ふれあい公園、ひ
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らつかビーチパーク、大磯運動公園、小田原上府中運動公園と５カ

所になり地道ながらホームタウン活動が広がっています。         

        また長年の懸案であった東部での拠点として茅ヶ崎に亀井工業ホ 

        ールディングスとの共同事業として湘南ベルマーレ茅ヶ崎フット 

        サルクラブをオープンいたしました。フットサルコート３面の広さ  

        がありサッカーの指導も可能であり今後はサッカー協会とも協力 

        し茅ヶ崎を中心とした東部のサッカー普及を展開して行きます。 

        引き続き産業能率大学での活動も多大なご支援をいただており、 

        今後も活動拠点の拡充を進めブランド定着をめざします。 

        本拠地の馬入ふれあい公園での便益型クラブハウスの問題や平塚     

        競技場の整備問題などは今後も行政と協議を続けてまいります。昇 

        格を果たしリーグのルール上設置が必要とされた大型映像装置に 

        関しては対応を進めていただいており秋口には設置されると思い 

        ます。 

 

VISION2011 

              10のホームタウンに拠点作りを進めてきました。結果とし昨年

オープンしました茅ヶ崎フットサルクラブなどホームタウンで多

くの活動拠点を確保し様々な活動を通じ各地域とのつながりを確

実に広げています。茅ヶ崎では鍼灸治療も可能なベルマーレ茅ヶ

崎コンディショニングセンターもオープンし今後各地に展開して

いく予定です。また、ホームタウン東部、特に藤沢北部エリアで

の活動推進の拠点を探していきます。指定管理業務の受注などを

通じ引続きベルマーレの拠点作りは拡大をしていきます。 

        しかしクラブの活動拠点のあり方を再度検証すれば、やはりク

ラブの本店である馬入でのクラブハウスのあり方や、大型映像装

置は完成しましたがホームスタジアムである平塚競技場の整備の

推進にあると考えます。馬入ふれあい公園での市民と共有できる

便益型のクラブハウスの再提唱は必要不可欠で totoを積極的に利

用した競技場の再整備も実現しなければなりません。昨季 J1リー

グを戦い各スタジアムを訪問して改めた感じたことです。 
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＊サポーター 後援会 ホームタウン「対話」 

VISION2004 

        サポーターとの対話の場をつくっていきたいと考えます。 

       年３回、開幕前の３月、シーズン折り返しの７月、閉幕後の１２月に

開催をしたいと考えます。当然クラブとしては話せることと話せない

ことがありますがサポーターの皆さんの声を聞く場としていきたい

と思います。サポーターの皆さんとの距離が離れないようにすること

が大切だと考えます。また競技場内に来場者のご意見を聞く箱を設置

し対応可能なものに関しては順次対応していきます。競技場に関して

は駐車場や、託児所、飲食など多くのご意見をいただいています。直

接的なご意見をいただくことにより行政との対話も進めていきたい

と考えます。 

        また湘南ベルマーレになってから活動が途絶えていました後援会

に関して地域の方々に再結成を呼びかけお願いしていきたいと考え

ています。１９９９年は多くの熱意が「５０００人の会」や「市民後

援会」などを立ち上げ、ご支援をいただきました。 

       ２０００年からは皆様の活動を「サポーターズクラブ」へひとつに統

一いただきました。しかし本来サポーターズクラブと後援会は「して

もらう」と「してあげる」で根本的な大きな違いを抱えています。今

回新たな後援会づくりをしていただき、支援いただいている皆様と対

話を増やしていきたいと考えています。 

        当然ですがホームタウンの行政の方々との対話も推し進めなけれ

ばなりません。行政との対話の窓口であったホームタウン推進協議会

の開催を再開し、ホームタウンでの情報拡大を図るためにも自治体の

広報活動にはキャラクターやロゴの無償開放を進めます。またご支援

いただく商店街や団体にも一定の条件での開放を進める予定でいま

す。ホームタウンでのポスターやフラッグの掲出、自治体の広報誌や

地域情報誌での露出を積極的に高めホームタウンでの対話の活性化

に努めます。 

 

VISION2005 

       サポーターとの定期的な対話の場をつくるためスタートしたクラ

ブカンファレンスはすでに 3 回を数え次回はシーズン折り返しの 7

月下旬を予定しています。回を追うごとに新しさが失われていくため

今後は新しい趣向も入れ中身のある充実した対話の場にしたいと考
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えています。また競技場内に皆さんの意見をいただく箱として設置し

たYELL BOXには昨シーズン 652通もの応援メッセージやご意見を

いただきました。対応できるものは順次対応させていただいています。 

       今シーズンもたくさんのご意見をいただければと思います。 

        後援会については現段階では再結成はされておりませんが、引き続

き後援会の復活を皆さんにお願いしていきたいと考えています。７市

３町のホームタウンでそれぞれの町から声が上がればそれぞれのス

タンスでお願いができれば幸いです。ホームタウン推進協議会も再開

をお願いし行政との対話を増やしていかなくてはなりません。 

        行政や日ごろご支援いただいている商店街、団体へのキャラクター

やロゴの無償開放については今シーズン平塚の紅谷パールロードで

装飾フラッグにキングベルがいったものがお目見えする予定でいま

す。こういったことでキャラクターが街並みで多く見られるようにす

ることは私たちのこれからの課題です。 

 

VISION2006 

        サポーターの皆さんとの対話の場「クラブカンファレンス」はすで

に定着していますが、より価値のある議論ができる場にしていかなけ

ればなりません。昨年からはより経営の内容について数字をあげて説

明をしていますが、今後は強化の方針などもよりわかりやすく議論で

きる環境を模索していかなければいけません。競技場内の

YELLBOX やメールを通して皆さんのご意見をシーズン中もいただ

いておりますが更なるコミュニケーションの手法を考えたいと思い

ます。 

        また今年より平塚のラジオ局・ＦＭ湘南ナパサで「ベルマーレホル

ダースタジアム」というオフィシャル情報番組をスタートしました。

サッカーだけにとどまらず、クラブのスポーツ情報なども取り入れた

情報発信をしていきます。 

        後援会については残念ながらまだ結成をするに至っておりません。 

       ソフトボールに関しては厚木市を中心として後援会が結成されクラ

ブ経営のバックアップをいただいております。サッカーに関しても 

       同様の支援をいただけるようお願いを続けていきます。また、ビーチ

バレー、ソフトボール、トライアスロンを取り入れたファンクラブづ

くりも今後展開をしていきます。 

        ご支援いただいている団体等へのロゴの無償提供はベルマーレの

提供したロゴで応援フラッグを製作いただいたうえ商店街に配布い
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ただき街をベルマーレ色で埋めるキャンペーンに発展しています。 

       更にロゴ、キャラクターが街で見かけられるよう企画提案してまいり

ます。 

 

VISION2007 

               2004年から始めた「クラブカンファレンス」は９回を数えました。 

       昨年のシーズン末と今年のシーズン初めのカンファレンスには強化

部長が出席しシーズンの検証や強化のビジョンをお話しました。すべ

てをお話しすることはできませんが可能な範囲で強化の考えや反省

を伝えることができたかと考えています。また、将来の経営の方向性

なども伝え、サポーター皆さんの考えを聞く場所としても有効な場所

として機能してきていると考えています。今後もクラブとサポーター

の貴重な対話の場所として継続をしていきます。 

        昨年から平塚 FM ナパサでスタートしましたオフィシャル情報番

組「ホルダースタジアム」は今シーズンも引き続き継続していきます。

平塚以外でこの情報番組を伝える手段について考えていきます。 

        また、街でベルマーレがさらに見え、皆さんの親近感が増すよう続

けていますロゴ、キャラクターの無償提供活動ですが、今シーズンは

ごみを減らす環境運動への協力としてマイバック（買い物袋）運動へ

参加します。今年中に街のあちこちでキングベルのマイバックが見ら

れるようにしたいと考えています。 

        長年の懸案事項の後援会の設立は引き続きお願いを続け、価値の高

い後援会が誕生しご支援がいただけるようになれば幸いです。 

 

VISION2008 

              年３回開催されているクラブカンファレンスは直接顔を見ながら

対話のできる場として定着をしてきました。シーズン後は監督も参加

をするという形になってきたことは、継続してきたひとつの成果であ

ると思います。４年間継続してきた反省点としては限られた時間のな

かでおこなわれるためひとつの大切な議論、たとえば過去であればク

ラブハウス移転問題などを深く掘り下げて議論することができませ

ん。今年はシーズン中にテーマを絞った対話の場を作っていきたいと

考えています。 

        結果の出だしたチームをホームタウン内で更に認識してもらうた

めに各ホームタウン行政との関係をより良好にしていきます。開催の

途切れているホームタウン推進協議会を行政にお願いし、行政との対
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話の場として再開したいと考えています。昨年フットサルを小田原で

スタートしたことは小田原市との今までにない関係構築を可能にし

ました。ホームタウン内の拠点作りが進み、また延べ７３，０００人

を越える小学生とふれあった小学生体育巡回授業の活動は各行政と

の信頼関係を着実に積み上げてきています。存続危機の時代とは環境

は大きく変わっている今、より一層の協力関係を模索していきます。

その中から新たなホームタウンの拡大など検討することも出てくる

と考えています。 

        キャラクターの無償提供活動として平塚市内の小学校の新入学生 

       がランドセルにつける交通安全の黄色のカバーにキングベルを使用

していただきました。キャラクターの無償提供活動はホームタウンの

皆さんからのご提案をいただき公益性の高い事業には積極的に展開

していきたいと思います。 

 

VISION200９ 

              長年の懸案である後援会については、設立をお願いし待っているだ

けではこの結果の出ている時期を逃すとさらに設立は難しくなると

考え、新たな策を検討しています。それはジュビロ磐田の支援団体「連

絡協議会」を参考にした組織です。我々は仮称「ベルマーレ・パワー

ズ」と呼び設立準備を始めます。これは既存の団体たとえば法人会や

JC、ライオンズ、ロータリークラブなどに参加していただきベルマ

ーレ支援のための情報交換、支援活動をしていただこうというもので

す。当然団体に所属していないサポーターのためにも複数人で団体登

録できるようにしベルマーレを応援いただける方すべての方が参加

できる形態にいたします。「ベルマーレ 12」の稼動により私たちは 1

万人を超えるサポーターの皆様と連絡パイプを作らせていただきま

した。「パワーズ」はこの法人、団体版とお考えください。この組織

内に各部会を設置し検討の場を作り、市民の声として行政等との対話

の場をより有効に機能させていきたいと思います。たとえばスタジア

ム部会は競技場の要望を検討するですとか、応援部会はスタジアム全

体がより一層盛り上がるようクラブと策を凝らすなどです。活動が密

になればカンファレンスなどで議論しきれずに過ぎてしまっている

案件などもより深く対話し検討できるはずです。また行政 10都市に

よる協議会などへのアプローチもよりスムーズに進みます。この団体

を通じて延べ 85,000人を超えた小学生巡回授業の活動など地域でよ

り認知していただけます。またMAREなどより有効に機能させるこ
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とも可能です。ベルマーレを縁にこのネットワークを大きくすること

により各団体、法人の情報も共有し、各活動、商品の PRなどができ

ればベルマーレの持つ潜在的なマーケットがより拡充し大きな価値

を創造できると期待しています。 

 

VISION2010 

               クラブ全体の大きな組織変革として㈱湘南ベルマーレとNPO法人

湘南ベルマーレ SCの 2組織の経営を監督、助言する団体として「湘

南ベルマーレスポーツ評議会」を設立しました。J1 元年の今年はス

ピーディな経営とホームタウン広域都市でしっかり根の張る活動を

しなければなりません。現実的に来場者調査は来場者の 7 割以上が

平塚市民であることを示しており湘南エリアからの集客がうまくい

っておりません。広域活動は指定管理業務やスクール事業などで着実

に前進をしておりますが活動と支援、来場がうまくつながっていない

のが現状です。 

       評議員は長くベルマーレの役員をお務めいただき経緯をご存知の皆        

さんと 10のホームタウン都市から参加をお願いしました。会長を    

河野太郎氏に務めていただきます。評議会は予算や増資など重要事項

に関し諮問し役員会及び理事会に答申を行います。また各ホームタウ

ンでの活動や施策を監督いただき良好な活動が進むよう助言してい

ただきます。 

昨年独自に立ち上げる形でスタートした「ベルマーレ・パワーズ」

は十分な準備と体制作りが出来ないままスタートしたためうまく機

能せず皆様にご迷惑をおかけました。現在評議会の活動とリンクでき

るよう再整備しわかりやすい形で皆様の賛同を受けられるよう準備

をしています。 

サポータの広域化や協議会的な活動なども皆さんと相談し進めて

いきたいと考えます。 

        

VISION2011 

昨季よりスタートした評議会は各ホームタウンの財界等から様々

な有識者の方々にご参加いただき有意義な経営アドバイスと意見交

換を続けています。さらに多くのご指導をいただきホームタウンでの

活動が活性化でき、経営的な広がりを持てるように継続していきたい

と考えます。 

同じく昨年、伊勢原サポーターズクラブ・ビオーニャが設立され大
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変積極的に活動されクラブにとっても大変な追い風となっています。

今年に入り藤沢でも同じような活動が動き出しておりクラブとして

は有難い限りです。厚木ではソフトボールを支える後援会が長く活動

しています。小田原のフットサルも支援団体 FAOがチームの地域活

動を応援しています。長年申し上げていますが、一方的に作った後援

会では機能が上がりません。皆さんの賛同で動き出した会がさらに増

えることを願っています。 

クラブカンファレンスも 21回を数えました。緊張感を持って持続

できるよう開催のあり方も考えていかなければいけないと感じてい

ます。私が主役のカンファレンスではなくサポーターが主役のカンフ

ァレンスが望ましいと考えています。 

 

＊NPO法人 スポーツのコミュニティーづくり  

「組織拡大化・体協、サッカー協会などとの連携」 

VISION2004 

2002 年にスタートした NPO 法人湘南ベルマーレスポーツクラブ

はサッカーのジュニアユース以下の下部組織、ビーチバレー、トライ

アスロンの 3 競技 5 種目（サッカー、バレー、スイム、ラン、バイ

ク）でヨーロッパに見られる総合型スポーツクラブを目指して活動し

ています。Jリーグのチームとしては新しい形で多くの注目を集め 3

年目のシーズンを迎えています。そのなかで特に小学校巡回授業は好

評でこの短期間にホームタウン内の小学校で述べ 26000 人の子供と

交流しました。今期よりさらなる地域密着を進めるため体協やホーム

タウンのサッカー協会との連携をよりいっそう進める計画です。地域

団体より理事を派遣していただき文字どおり地域に密着したスポー

ツクラブをより活性化していきます。 

      新たに活動対象年齢も子供からシニア層に拡大しウォーキング講座

や子供の足裏重心測定など医大やヘルスケア企業と連携して健康を

テーマとした事業をホームタウンの人々に提供していきます。医学の

専門大学の協力を受け高齢者の医者通いを、体育館通いに変え湘南ベ

ルマーレスポーツクラブのもと湘南をスポーツをとおした予防医学

の街にしていきたいと考えています。適度なスポーツと医学的なアド

バイスをアレンジすることにより高齢者が体を動かすことが楽しく

なるような講座を継続的におこないたいと考えています。 

戦後ドイツでは将来国民にかかる医療費と予防医学の観点で全国
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にスポーツ施設を整備する事業費を比較し、最終的には国民が気軽に

スポーツに参加できる環境作りを進めたほうが国の出費が低く抑え

られ健康で豊かな国づくりができると判断しました。そして全国に総

合型スポーツクラブが整備されていきます。（ゴールデンプラン） 

私たちが考えるスポーツクラブの目標もここにあります。市民が気

軽にスポーツを楽しむ環境管理と、根性でスポーツをするのではなく

楽しくスポーツに親しむための優良な指導をベルマーレが市民に提

供をし、健康で医療費のすくない高齢化時代に適応した湘南を生み出

すお手伝いをしたいと考えています。 

 

VISION2005 

組織の拡大では競技の拡大として新たにソフトボールをスタート

させました。シドニーオリンピックメダリストで「世界一のショー

トストッパー」といわれた安藤美佐子選手を中心に 12 名の監督選

手が集まり日本リーグ入りと地域でのソフトボールの底辺拡大を目

標に活動しています。ソフトボールの盛んな厚木市をフランチャイ

ズとし、選手は支援いただけるスポンサー企業で働きながら練習を

続け多くの人に支えられながら新しい挑戦をしています。また会員

の拡大という視点では別紙[目指す全体像]にありますように 2009

年までにスクール生を 2000 人に増やし底辺拡大をはかるアクショ

ンプランを作り順次行動に移しています。 

サッカー協会や体協とはワールドカップ記念事業の助成金申請活

動を通して常に協力体制と信頼関係を築いてまいりました。今後は

サッカーの拠点となります馬入ふれあい公園での活動を通して更な

る協力体制が築き上げられるものと確信しています。 

シニア層でのスポーツの振興活動は昨年度実施しましたベルマー

レウォーキングが大変好評で毎回 100名近い参加者が集まりました。

今シーズンはメインスポンサーでもあります三共さんと東海大学医

科学研究所の協力で年 12 回のウォーキング講座を開催することと

なりました。またストレッチングやエクササイズによる生活習慣病

予防や健康づくりのためのシニア体力アップ講座なども計画してい

ます。スポーツを通じての健康づくりをさらに推し進めます。 

 

VISION2006 

               昨年スタートしたソフトボールチームは 2 回の全国大会出場など

着実に結果を残し今年より日本リーグの 2部入りを果たしました。 
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       選手が地元企業で働きながら午後 4 時以降ソフトボールでクラブチ

ーム活動をするというこの新しい試みは厚木を中心とする皆様の熱

烈なご支援の順調に推移しています。日本リーグ入りした今年が成果

を問われる大切な 1年になりそうです。 

        ビーチバレーは昨年よりアテネ五輪代表の楠原千秋選手を迎え入

れ女子チームもスタートしました。男女チームとも今年より北京オリ

ンピックに向けたポイントとが加算されていきます。12 月には中東

でディフェンディングチャンピオンとなりますアジア大会が予定さ

れています。 

        トライアスロンチームも同じく北京に向けてスタートが切られて

います。とくに高木美里は今年すでに世界選手権で 9 位に入り好調

を維持しています。またトライアスロンチームが主催する各種スポー

ツ講座が盛況で引き続き高齢者から子供まで愉しめるプログラムを

作っていきたいと考えます。 

        ビーチサッカーはここ数年の活動が日本協会からも評価され鳥飼

コーチが日本代表チームのコーチに就任しました。今後も関東のビー

チサッカーの中心地となれるよう活動を拡大していきます。 

        スクール生を2000人に増やすアクションプラン達成のために今年

よりサッカースクールをより多くの場所で開催するようにします。 

       賛助会員をつくりメンバーの拡大を図っていきたいと考えています。 

 

VISION2007 

               総合型スポーツクラブを目指し活動しているNPO法人湘南ベルマ

ーレスポーツクラブはその活動を高く評価されつつあります。各カテ

ゴリーのスポーツはトップチームの活動、地域での普及活動を献身的

に、かつ継続的にこなしスポーツの振興を推し進めています。 

        ビーチバレー、トライアスロンは来年の北京オリンピックに向け出

場権を取るための最後の年になっていきます。ソフトボールは昨年日

本リーグ２部リーグ入りを果たし最終節まで１部昇格争いを演じま

した。全日本クラブ選手権では優勝を果たしています。今年は大幅に

メンバーを若返らせ昇格に再度挑みます。 

昨年鳥飼コーチが日本代表監督を務めワールドカップでベスト８

の成績を残したビーチサッカーは今年も湘南エリアを中心に活動を

進めワールドカップに出場できるレベルの選手育成も視野に入れ普

及を図っていきます。 

        また今年から始まる全国フットサルリーグ・Fリーグに参戦をしま
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す。ホームタウンの小田原市にあります小田原アリーナをホームスタ

ジアムとし今年の９月より半年間、初代王者を目指し戦っていきます。

チームは湘南エリアで活動し、全国優勝の経歴のあるロンドリーナよ

り主力選手十数名が移籍しベルマーレの選手としてプレーします。J

リーグからは唯一の参戦となります。 

        ３年目にはいる「健康づくり教室」は今年より介護予防事業を視野

に入れた活動をしていきます。Jリーグと共同で事業化を進めます。 

        ７年目にはいる小学生巡回授業はすでに延べ６万人を超える小学

生にスポーツの楽しさを教えてきました。１年目に巡回授業に参加し

た子供たちはそろそろ高校を卒業します。続けることの大切さを実感

します。 

 

VISION2008 

オリンピックイヤーを迎えビーチバレーチームの楠原と白鳥が世

界ランクで北京オリンピック出場圏内にかろうじて入っています。残

り３ヶ月のワールドツアーの成績で結果が出ます。北京への出場がか

なえば J リーグでは夏のオリンピック初の出場という快挙を成し遂

げます。（冬季トリノオリンピックで新潟の皆川選手が回転に出場）

出場がかなえばプロ球団として初めてNPOを立ち上げ総合型スポー

ツクラブを目指したベルマーレの理念が再度全国に発信され昇格争

いをする選手にも良い刺激を与えられると思います。発足以来 J リ

ーグの理念のもと補助金をいただいてきた BV チームにとっても恩

返しできる最高の舞台となります。 

昨年 J リーグで唯一 F リーグに参戦したベルマーレはスタート時

の好調を維持できず終盤の連敗により不本意な成績でシーズンを終

えました。参入前に予定していたスポンサーの撤退など十分な準備が

できず結果を残すことができませんでした。現在新シーズンにむけて

大幅な強化体制変更を行っています。良い意味での脱「前チーム」と

いえるかもしれません。 

ソフトボールは組島監督が退任し安藤が選手兼監督として若いチ

ームを引っ張ります。北京オリンピックでオリンピック競技から外れ

てしまうソフトボールは今後各チームの活動が難しくなる事態も予

想されます。安藤を中心とした活動によりソフトボール界に少しでも

貢献できればと考えています。 

トライアスロンは残念ながらオリンピック出場はかないませんで

した。しかしスタッフ、選手は「健康づくり教室」など地域密着活動
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で大きな成果を出しています。新たに指定管理業務を行う湘南ひらつ

かビーチパークや大磯運動公園でも健康をテーマに活動をしていく

ことになりそうです。 

 

VISION2009 

              NPO 法人設立 8 年目にして大変な成果を残しました。ビーチバレ

ーチームの北京オリンピック出場です。白鳥、楠原の 2 名が J リー

グのチームより夏のオリンピックに出場したことは J リーグ初の快

挙です。記者会見も J リーグで開催するほど高く評価していただき

ました。長い間リーグよりスポーツ振興の補助金をいただいたビーチ

バレーチームにとっては良い恩返しができたといえるでしょう。他に

もトライアスロン中島 GM がコーチとしてソフトボール安藤監督が

解説者として北京オリンピックに参加しました。総合型スポーツクラ

ブとして活動してきたベルマーレがその理念と活動内容を社会に大

きく訴えることができ、そして評価された年でした。そのビーチバレ

ーチームは白鳥はロンドンを再び目指すことを決断し、楠原が海外ツ

アー引退を決め退団することとなりました。草野、尾崎など若手の育

成を次のオリンピックを見据え行うこととなります。 

        ソフトボール、トライアスロンは残念ながらオリンピックには届き

ませんでしたがさらに地域に密着した活動を充実させていきます。ソ

フトボールは安藤監督の 2 年目となりより新しい選手も加入し結果

が求められるでしょう。ソフトボールの２０１６年オリンピック復活

活動も忘れてはいけません。トライアスロンチームは競技力向上は当

然ですが、最も得意とする健康づくり教室、リレー駅伝開催などより

参加型のスポーツイベント作りを行っていきます。 

        昨年シーズンなかなか結果のともわなかったフットサルチームは

今後運営形態を変更していかなくてはいけないと考えています。団体

競技のため経費が増加しておりそれに見合う収入増が図れていませ

ん。F リーグ自体が将来のプロ化を見据えているのも事実で、今の

NPO法人の中での運営はもともと法人を立ち上げた趣旨との違いも

あり検討が必要です。今期内に解決しなくてはいけません。 

 

VISION2010 

F リーグ参戦のフットサルチームはボラ選手の加入により攻撃力

を増しましたがシーズンを通して安定せずリーグでは 8 位と不本意

な結果に終わりました。しかし続く全日本選手権では躍進し決勝戦ま
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で進みましたが残念ながら準優勝に終わりました。しかしながら今シ

ーズンにつながる結果でした。フットサルチームに関しては以前から

の懸案事項であった別法人化を 5 月に進めます。興行として入場料

収入がある以上 NPO法人の性格と会わない部分もあります。今後は

法人を小田原におきさらなる地域活動を行い収支均衡と強化を進め

ます。 

NPO法人の傘下であることは変わりません。 

ビーチバレーは草野選手が浅尾選手とペアを組むことになり移籍

しました。渡辺は日本バレーボール協会ビーチバレー強化スタッフに

就任ししたな挑戦を始めます。したがって選手はロンドンを目指す白

鳥と尾崎になります。 

ソフトボールは安藤監督のもと再び日本リーグ 2 部を戦いますが

フットサル同様ホームタウン厚木で根を張った活動を増やし後援会

にバックアップをいただきながらの活動になります。 

トライアスロンチームはチーム内にロードレースチームを立上げ、

活動の幅を広げます。平塚競輪場で恒例となりつつあるバイシクルフ

ェスの盛況をみると今後のバイク競技の可能性が感じられます。 

景気後退の影響で各競技財政的に厳しい状況を迎えていますが、地

域活動を通じそれぞれの持ち味で対応を進めていきます。 

 
VISION2011 

NPO法人は特定非営利活動を重ねてきました。その中で指定管理

業務など社会的に重い責任をもつ事業も増えています。ソフトボール、

フットサルは団体競技として様々な経費が膨らみNPO法人の中では

経営的に厳しくなっていたのも事実です。そのような状況で NPOの

経営改善のためにもフットサル、ソフトボールの経営独立化を進めし

っかりした基盤を作っていきたいと考えます。 

フットサルチームは昨年 NPO法人から分社し（株）小田原スポー

ツマーケティングとして活動をはじめました。支援団体 FAO（フッ

トサルアカデミー小田原）の応援の下、様々な地域活動を広げついに

小田原アリーナを満杯のサポーターで埋めるところまできました。さ

らなる強化と活動によりFリーグで結果を出して欲しいと思います。 

ソフトボールはチーム名を新に「湘南ベルマーレ厚木」とし経営的

にも後援会のバックアップで活動をしていくこととなります。厚木で

より密な活動を行い結果を出していくことになります。 

ビーチバレー・白鳥は新たなペアと共にロンドンオリンピックを目
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指しスタートしました。大変難しい状況ですが北京オリンピック出場

を決めた奇跡の逆転劇を忘れず邁進してもらいたいと思います。 

トライアスロンから生まれたサイクルロードチームはトライアス

ロンの様々な教室とも連携し自転車教室など一般の方も気軽に参加

できるイベントを用意していきます。 

 

 

 

 

 

 

＊独自性・IDENTITY 

       「アカデミー ・海外提携 ・GM養成」  

VISION2004 

        28 チームのＪリーグのチームの中で常に新しいことにチャレンジ

し、独自性のあるクラブ作りをすすめていきます。 

２００２年にスタートしたNPO法人 湘南ベルマーレスポーツク

ラブの地域スポーツ振興は着実に実績を積み上げています。目標とす

る地域総合型スポーツクラブづくりが湘南ベルマーレの地域活動の

根幹になりつつあります。 

2004 年 4 月 11 日からは産業能率大学との提携による「スポーツ

ビジネス実践講座」がスタートしました。関係各方面より高い評価を

いただき、授業自体も学生が教室に入りきれないほどの盛況振りです。

中、長期にわたり講座を続けインターシップの受け入れなどでさらな

る地域密着の経営を推し進めたいと考えます。 

        6 月に発表が予定されている海外クラブとの提携はサッカー先進

国のクラブとの交流により、育成、経営に関しノウハウを吸収するこ

とを目的としています。経営環境の似たクラブとの提携を新たなクラ

ブ成長のステップにしたいと考えています。 

        上記のような独自性のなかからベルマーレのスタッフは常に将来、 

              ゼネラルマネージャーとして活躍できるような知識と能力の向上を

課題とした行動をさせ、個々の資質向上を進めていきます。この成果

がクラブ経営の安定化を推し進めると考えています。 

 

VISION2005 
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        常に新しいことにチャレンジするクラブとして昨年は産業能率大

学と提携し日本で初めて J リーグチームと大学による「講座」を始

めました。大変大きな反響をいただき今年も 2 年目の講座をスター

トしております。 

        6 月にはベルマーレとしても初めてとなる海外クラブとの提携を

いたしました。スペイン 1 部リーグのオサスナです。若手の選手育

成に大きなノウハウを持ちトップ所属選手の半分近くが下部組織か

輩出されるというクラブで、今ベルマーレがもっとも学ばなければな

らないものを持っているクラブといえます。また今シーズンは総合型

スポーツクラブの海外のクラブと提携を結ぼうと検討中です。 

        GM 養成に関しては昨年度から始まりました日本サッカー協会の

GM養成講座にNPO法人事務局長の鳥飼を受講させ 8ヶ月の研修を

経て第 1 期生として卒業をしております。今後馬入ふれあい公園サ

ッカー場にて NPO法人湘南ベルマーレスポーツクラブ・ゼネラルマ

ネージャーとして活躍してもらうこととなります。 

        そして今年新たな試みとし NGO団体ピースウインズ・ジャパンと

提携しました。ベルマーレは親善大使として被災地の子供たちにサッ

カーボールを贈ったり、復興支援の協力をします。小さな協力でもプ

ロのサッカークラブとして困難な状況にある人々に夢や希望を与え

ることができると信じています。 

 

VISION2006 

        産業能率大学の講座はサッカーチームのコラボレーション強化も

始まりより内容の濃いものにしていきます。学生とベルマーレスタッ

フが協働で新しいスポーツビジネスの実践の場をつくっていきます。 

        スペインのオサスナとは現在契約の更新作業を進めています。今後

はより具体的な提携作業を検討していきたいと考えます。ミュンヘン

１８６０は昨年以来良好な関係が続き本年も親善試合が開催できる

かもしれません。 

        昨年提携しましたピースウインズ・ジャパンとは大津波の被害を受

けたインドネシのアバンダアチェへ選手 2 名と共に足を運び被災地

でサッカーの普及活動をしてまいりました。今後も世界の被災地での

子供たちのこころの復興活動に参加をしていきます。 

 

VISION2007 

        産業能率大学との提携事業では大学の授業から人材育成へとさらに
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協力体制を強くいたしました。大学サッカー部の強化プログラムやユー

スチームの活動援助などを通じ人材育成を進めるものです。 

また独自性のある事業として南米パラグアイでサッカーチーム

NIKKEI BELLMAREの設立に協力し提携しました。今後選手の交流

や子供のサッカー留学などを積極的に展開して他のクラブにない育成

技術や情報の習得を進めます。チームは現在パラグアイ地方２部リーグ

でシーズンを戦っています。 

長年クラブがお世話になっているライターの川端康生氏と平塚商工

会議所青年部の協力を得て「スポーツマスコミ塾」を開講しました。川

端氏とクラブの間で、地域に密着して活動するクラブはその情報を伝え

てくれる担い手の育成も大切な事業であるという考えがとまとまり開

講しました。平塚商工会議所青年部の協力はこういった講座に協力する

ことは地域でのニート対策の一歩だという考えからです。スポーツを通

じて新たな協力関係が構築できたいい例だと考えています。 

 

VISION2008 

             産業能率大学との提携に関しては、今年度新たに大学施設を利用し、

ベルマーレコーチ陣が指導を行う総合型スポーツクラブ事業をスター

トさせます。地域と大学の交流がより深まり大学とベルマーレのこれま

での活動がより高く評価されるためにも大切な事業であると考えてい

ます。 

 NIKKEI BELLMAREはパラグアイ FAの組織変更もあり地方２部 

リーグから全国４部リーグに入ることができました。一昨年予定したユ 

ースチームの遠征がデング熱病の発生で延期されてから実質的な選手 

交流が進んでいませんが早期に実施したいと考えています。 

 昨年秋よりスタートしたフリーペーパー情報誌「MARE」は現在発 

行部数７万部、設置場所５００箇所を超えました。プロ球団が５チーム 

というスポーツ情報激戦区の神奈川県および関東圏では新聞等への記 

事掲出は大変厳しい状況です。この状況はたとえ昇格しても劇的に良好 

になることは難しいと考え、自ら情報を地域に売り込む手段としてはじ 

めました。可能な限り設置場所を増やしていきます。皆さん御協力よろ 

しくお願いします。 

 

VISION2009 

             産業能率大学との様々な提携事業はたいへん良好に推移しています。

大学キャンパスを使った総合型クラブ事業は 2 年目を迎えます。より
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価値のある活動にしていくため地域より広く参加を募って活きたいと

考えています。昨年始めましたベルマーレ育成年代の子供たちの学業サ

ポート事業「SuRaLa」の参加者は少人数ですが成績は確実に伸びてい

るようです。 

また、総合型スポーツクラブのメリットをより広げた活動をするため

に５～６歳児をターゲットにしたスポーツ教室・託児所的な事業ができ

ないか検討中です。事業ノウハウのある法人と連携し幼児のスポーツ教

育をベルマーレの新たな特色としたいと考えています。 

      NIKKEI BELLMAREにはついに菅野選手が留学しスペイン語とサッ

カー漬けの毎日を送っています。さらに若い年齢層の選手育成に役立て

たいと考えています。海外との提携は今後も前向きに検討していきたい

と考えています。 

       昨年中田英寿も参加し設立された「持株会」ですが、新たなかたちで

クラブを応援くださる皆様のために特別に交流できる場をつくりご意

見をいただいていきたいと考えています。経営の厳しい昨今参加いただ

いた皆様の貴重なご意見をクラブ経営に反映していきたいと思います。 

 

VISION2010 

       NPO法人設立以来の組織変革を行います。㈱湘南ベルマーレと NPO

法人湘南ベルマーレ SC の両法人を監督、助言する団体「湘南ベルマ

ーレスポーツ評議会」を設立します。オランダの PSVなど歴史あるク

ラブは経営を迅速に行う役員会とは別に経営を監督、助言する団体を持

っています。クラブの歴史を汚すことのないよう、クラブの方針が大き

く曲げられることのないよう監督をしています。湘南ベルマーレの活動

も多岐に渡りまた経営判断はより迅速さを求められるようになってい

ます。一方経営方針が優先しすぎてベルマーレの将来とホームタウンの

スポーツ文化が間違った方向にいかないよう監督をお願いするもので

す。したがって評議員にはベルマーレの歴史を理解され役員を歴任され

た方と各ホームタウンからの代表者で構成されます。各予算、借り入れ、

増資など重要案件は評議会に諮問され各法人が答申をうけることにな

ります。会長には元代表取締役会長の河野太郎氏が就任し、専務として

株式会社の経営を詳しく報告できるよう左伴が就任します。 
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VISION2011 

         湘南ベルマーレ茅ヶ崎コンディショニングセンターを開設しまし

た。馬入クラブハウス問題で提案していた市民共有の便益型クラブハ

ウスとはこのコンディショニングセンターです。スポーツ公園内で身

体に悩みのある人が気軽に利用できる施設。サッカー少年も健康づく

り教室に来ているおばあちゃんも相談できる施設があれば便利では

ないか。そしてその分野は正にベルマーレの得意とする分野でもあり

ます。残念ながら馬入では実現できずにいますが、昨年茅ヶ崎にフッ

トサル場をオープンさせた亀井工業ホールディングスがこの考えに

賛同下さり北茅ヶ崎に完成しました。今後各ホームタウンに広げてい

く予定です。 

        また今期中に農業法人と提携を始めます。子どもたちへの教育の一

環としての農業参加やアマチュア選手の収入対策、選手のセカンドキ

ャリア対策としてホームタウンでベルマーレの農業を展開していき

ます。 

 

 

 

 

㈱湘南ベルマーレ＆NPO 法人 湘南ベルマーレスポーツクラブのミッション 

湘南ベルマーレスポーツ評議会 

株式会社 湘南ベルマーレ 

取締役会 

NPO 湘南ベルマーレ SC 

理事会 
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私たちの活動と活躍が湘南市民の大きな財産となることを目指し経営の安定をはかって

いきたいと考えています。そして私たちはベルマーレの存在意義、そして我々のミッションを

あらためて考えてみました。 

 時代はものすごいスピードで変わろうとしています。その速さに人々はついていけず、街

のあちこちで歪みや叫びがあがっています。過去に例のなかった少年犯罪や少子高齢化

により生み出された社会問題。途切れるまもなく目にするテレビゲームのコマーシャルや、

感情のないインターネットの世界にはまり、抜け出せない子供たち。夢中になる世界を間違

え、残念な事件を起こしています。他に問題を探せばきりがありません。近い将来、各都市

にとって人口減は大きな問題となりふりかかってくるでしょう。東京を中心とする首都圏では

土地の下落により再開発が進みより便利で低廉な住居が多数供給されはじめました。高齢

化時代を迎え都心ではより優良な医療サービスが発展し利便性とあいまって高齢者の都心

回帰が始まっているといわれています。 

また、今までの地方都市の雇用の大きな柱でもあった大手産業の工場施設も、最近では

よりコストの安い中国など海外に移転を進めています。このような要因から私たちの街の人

口問題も決して安心できるものではないと考えます。地域商業の活気・地域工業の発展・交

流の盛んな街づくり・これらを推し進め達成するには、人口が減り行く日本でいかに我々の

街が他都市より魅力的な要素を持てるかにかかっているのではないかと考えます。 

他都市の持てない魅力を私たちが成功することにより生み出すことができないでしょう

か？気軽にスポーツに参加することで健康維持が進み「スポーツで健康な街」を確立できま

す。種目別の縦割りのスポーツ振興から、総合型の横の交流の盛んなスポーツ振興が「コミ

ュニティーの会話が盛んな街」を作り、年齢別のスポーツ参加から年齢の垣根を越えたスポ

ーツ参加が学校教育では解決できない問題を取り払い「少年犯罪の少ない街」を生み出し

ます。そして、プロ球団の存在が子供や家族の夢を育み通勤には遠いけど私は湘南に住

む。なぜなら「ベルマーレを通し、スポーツを通し友達が増えていくから」「家族でいい汗の

かける街だから」「ここに住んだら子供が部屋にこもらなくなった」そう言ってもらえるホームタ

ウンにすることができると信じています。 

湘南ベルマーレの J リーグでの活躍が市民の話題の中心となり、その市民が湘南ベルマ

ーレスポーツクラブの活動に参加し健康で会話の多い活気ある街を生み出す。この魅力あ

る街づくりは全国３３００余の市町村でわずかの J クラブのある都市だけが許される施策なの

です。この貴重な財産を湘南市民と共に分かち合い成長させ、強くし、次の世代に受け渡

していくことが私たちの大きな使命であると考えています。 
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